
Asia University 
Faculty of International Relations

ISSN 2188-3122

K A Y A

国際関係
フォトジャーナル

亜細亜大学国際関係学部編集

vol.01



　亜細亜大学内のゆうちょ銀行
ATMの裏側に記念樹がありま
す。それが榧の木です。この記
念樹は、1941（昭和 16）年の
本学創立当初に植樹されました。
先達に敬意を表わしつつ、半世
紀以上にわたり本学の歩みを見守ってきた榧とともにグローバル化時代に
挑戦してゆこうという国際関係学部の思いが本ジャーナル名の由来です。
　また民俗学の世界では、榧（栢）が「ある変化ないし結節点におかれる
標徴の木」といわれます。多文化コミュニケーション学科の新設、文部科
学省グローバル人材育成推進事業の採択など学部の節目として、常に初心
を大事にしつつ、学生の最新ニーズに応えうるカリキュラムを実践してゆ
きたいと考えています。

02 新学術誌『榧』の創刊を祝して
 永綱 憲悟

04 Essay
 「文明の十字路」の経済学
 新井 敬夫

10 Essay
 語られないホイアン
 大塚 直樹

16 Essay
 ルワンダの難民キャンプとその問題点
 福海 さやか

22 Essay
 好ましからざる国際化―路傍に咲く花の出自―
 中野 達司

28 銅像 よもやま話１
 首都の銅像
 高山 陽子

35 ゼミナール紹介
 秋月ゼミ「解がないところから解を見出す努力」
 秋月 弘子

38 フィールドワーク
 2013年夏季韓国フィールドワーク
 金 柄徹

46 学部行事報告
 「行動力あるアジアグローバル人材」の育成に向けて
 新井 敬夫

 多文化コミュニケーション学科開設記念マレーシア映画上映会
 増原 綾子

 多文化コミュニケーション学科開設記念講演会
 中野 達司

榧とは
かや

かや

亜細亜大学国際関係学部
〒180-8629 東京都武蔵野市境 5-24-10

学部についての詳細は
http://www.asia-u.ac.jp/academics/international/

亜細亜大学国際関係学部
国際関係学科／多文化コミュニケーション学科榧 01

 国際関係フォトジャーナル

Conten t s



23

　

こ
の
度
、
新
学
術
誌『
榧（
か
や
）：
国
際
関
係
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
祝
意
と

と
も
に
、こ
こ
に
至
る
ま
で
の
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
対
し
て
大
い
な
る
謝
意
を
表
し
た
く
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
企
画
・

構
想
か
ら
、
諸
方
面
と
の
協
議
、
誌
名
の
公
募
・
選
定
、
原
稿
依
頼
に
至
る
ま
で
の
作
業
に
つ
き
、
労
力
を
惜
し
む
こ
と
な

く
、
見
事
に
遂
行
さ
れ
て
き
た
国
際
関
係
研
究
所
所
長
の
中
野
達
司
教
授
、
運
営
委
員
の
大
塚
直
樹
講
師
を
は
じ
め
研
究
所

運
営
委
員
会
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
部
に
は
、
学
部
創
設
以
来
、
数
多
く
の
優
れ
た
論
文
を
掲
載
し
て
き
た
学
術
誌『
国
際
関
係
紀
要
』が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
本
誌
は
、
写
真
素
材
等
を
多
数
用
い
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
お
り
、と
く
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研

究
手
法
を
と
る
教
員
に
と
っ
て
魅
力
的
な
媒
体
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
学
術
誌
誕
生
の
背
景
に
は
近
年
の
学
部
の
活

発
な
動
き
と
そ
れ
を
支
え
る
教
員
、と
り
わ
け
若
手
教
員
の
熱
意
あ
る
教
育
研
究
活
動
の
表
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
従
来
の
国
際
関
係
学
科
に
加
え
て
、
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

同
年
秋
に
は
、
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
に
採
択
さ
れ
、い
っ
そ
う
の
国
際
交
流
・
国
際
調
査
の
進
展

と
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
研
究
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
誌
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
生

ま
れ
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
本
誌
名
と
な
っ
た「
榧
」は
主
に
暖
帯
に
生
育
す
る
常
緑
針
葉
樹
で
あ
り
、
成
長
は
遅
い
も
の
の
、
寿
命
が
長

く
、
大
き
く
成
長
し
、ま
た
そ
の
材
は
堅
く
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
碁
盤
や
将
棋
盤
等
に
供
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
歴

史
を
振
り
返
れ
ば
、
昭
和
16
年
本
学（
当
時
は
興
亜
専
門
学
校
）創
設
時
に
植
樹
さ
れ
た
記
念
樹
が
こ
の
榧
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
植
樹
を
当
時
ど
の
よ
う
な
方
々
が
行
わ
れ
た
か
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
植
樹
後
ま
も
な
く
し
て
太
平
洋
戦
争
が
勃
発

し
、や
が
て
在
学
生
た
ち
の
多
く
は
応
召
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
不
幸
な
戦
争
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た
在
学
生
あ

る
い
は
卒
業
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
問
と
し
て
の
国
際
関
係
論
、あ
る
い
は
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

重
要
な
目
的
の
一
つ
は
、い
う
ま
で
も
な
く
、そ
の
よ
う
な
戦
争
を
防
ぎ
、
諸
国
・
諸
文
化
間
相
互
の
理
解
を
促
進
し
、
平

和
な
世
界
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
本
誌
名
か
ら
、そ
の
よ
う
な
学
問
の
使
命
も
想
起
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
誌
の
中
心
的
な
表
現
形
式
と
な
る
で
あ
ろ
う「
写
真
」に
つ
い
て
、
20
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
作
家
・
評

論
家
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
写
真
は
時
間
だ
け
で
な
く
空
間
の
薄
片
で
も
あ
る
」「
写
真
を

通
じ
て
世
界
は
一
連
の
無
縁
で
自
立
し
た
分
子
と
な
り
、
過
去
・
現
在
の
歴
史
は
一
揃
い
の
逸
話
と
雑
報
と
な
る
」。
さ
ら
に

ソ
ン
タ
グ
は
、「
写
真
に
よ
る
世
界
の
認
識
の
限
界
は
、そ
れ
が
良
心
を
刺
戟
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
倫
理
的
あ
る
い
は
政
治

的
認
識
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」と
ま
で
語
っ
て
い
ま
す（『
写
真
論
』近
藤
耕
人
訳
、
晶
文
社
、
一
九
七
九
年
、
三
〇
〜
三
一
頁
）。

　

こ
の
主
張
に
は
反
論
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
写
真
が
そ
れ
だ
け
で
は
明
晰
な
論
述
や
分
析
を
示
す
も
の
と
は

な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
言
え
ば
、
当
然
な
が
ら
、
本
誌（
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ

イ
）は
、
研
究
紀
要（
研
究
論
文
）に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
誌
は
、む
し
ろ
、
執
筆
者
に
と
っ
て
は
研

究
の
助
走
あ
る
い
は
余
滴
を
披
露
す
る
場
と
な
り
、
読
者
に
と
っ
て
は
研
究
理
解
へ
の
補
助
線
あ
る
い
は
誘
因
の
役
割
を
果

た
す
も
の
と
な
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
本
誌
刊
行
に
よ
り
、さ
ら
に
多
く
の
本
格
的
研
究
が
生
ま
れ
、そ
れ
が
ま
た
本
誌
を
多

彩
か
つ
充
実
し
た
も
の
と
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
学
術
誌『
榧
』の
創
刊
を
祝
し
て

国
際
関
係
学
部
学
部
長
　
永
綱
憲
悟
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マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
突
き
出
し
た
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
最
南
端
の
マ
レ
ー
半
島
、そ
し
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
で
海
か
ら
最
も
遠
い
都
市
で
あ
る
ウ

ル
ム
チ（
烏
魯
木
齊
）を
区
都
と
す
る
中
国
・
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、　̶

二
つ
の「
東
西
文

明
の
十
字
路
」は
、
人
々
、
文
物
が
交
錯
し
た

「
経
済
・
交
易
の
十
字
路
」で
も
あ
っ
た
。
こ
の

二
つ
の
十
字
路
は
、
海
洋
と
内
陸
、
熱
帯
雨
林

と
草
原
、
小
国
と
大
国
の
一
部
と
い
う
点
で
対

照
的
で
あ
る
が
、
共
に
主
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教

を
信
仰
す
る
人
々
の
生
活
の
舞
台
で
も
あ
る
。

現
在
、こ
の
舞
台
は
ど
の
よ
う
に
回
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

イ
ン
ド
洋
と
南
シ
ナ
海
、そ
し
て
太
平
洋
を

つ
な
ぐ
海
路
、マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
西
側
に
望
む

現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
マ
レ
ー
半
島
西
岸
の
ペ
ナ
ン
、

マ
ラ
ッ
カ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
直
轄
の
海
峡
植

民
地（Strait Settlem

ents

）
を
お
き
東
南
ア

ジ
ア
経
営
の
拠
点
と
し
た
。
ま
た
、
半
島
内
陸

部（
英
領
マ
ラ
ヤ
＝
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
国
）で

は
す
ず
や
天
然
ゴ
ム
も
開
発
さ
れ
、こ
れ
ら
は

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
す
る
港
か
ら
輸
出
さ
れ

た
。
海
上
交
通
の
要
衝
と
天
然
資
源　

̶

マ
ラ

ヤ
は
収
益
性
の
高
い
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
言
わ

れ
た（
し
か
し
、
海
峡
植
民
地
す
な
わ
ち
ペ
ナ

ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
当
時
か
ら
自
由
貿
易

港
で
あ
っ
た
た
め
、イ
ギ
リ
ス
は
関
税
収
入
に

よ
る
恩
恵
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
）。

１
９
５
０（
昭
和
25
）年
の
一
人
当
た
り
国
民

総
所
得
を
見
る
と（M

addison,A
.,2001.

お

よ
びFogel,R

.W
., 2004

）、
当
時
の
マ
レ
ー

シ
ア
は
１
５
５
９
ド
ル（
１
９
９
０
年
基
準

の
国
際
ド
ル
、
購
買
力
平
価
に
よ
る
調
整
値
）

で
、
日
本
の
１
９
２
６
ド
ル（
同
）と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、こ
の
2
国
よ

り
も
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
は
高
く
、

逆
に
台
湾
、
韓
国
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
低

か
っ
た
。
そ
し
て
、イ
ン
ド
、
中
国
は
さ
ら
に
低

か
っ
た
。

　

海
峡
植
民
地
の
一
つ
だ
っ
た
ペ
ナ
ン
に
は

１
９
７
０
年
代
に
大
規
模
な
臨
海
型
工
業
団

地（
バ
ヤ
ン
レ
パ
ス
自
由
貿
易
区
）が
形
成
さ

れ
、こ
こ
は
そ
の
後
の
輸
出
主
導
型
の
経
済

成
長
を
牽
引
し
た
。
ま
た
、
周
辺
地
域
に
雇

用
機
会
を
提
供
し
、
貧
困
削
減
に
も
貢
献
し

た
。
都
市
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
大
き
な

工
業
団
地（
ジ
ュ
ロ
ン
工
業
地
域
）が
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
と
そ
の
外
港
ク
ラ
ン
を

結
ぶ
ク
ラ
ン
バ
レ
ー
に
も
近
代
的
な
製
造
業

が
集
積
し
て
き
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク（
マ
レ
ー
風

ろ
う
け
つ
染
）、ピ
ュ
ー
タ
ー
（
す
ず
合
金
）、

熱
帯
果
物
加
工
品
、
木
材
加
工
・
家
具
な
ど
の

伝
統
産
業
も
、
電
子
・
電
機
産
業
な
ど
の
近
代

輸
出
産
業
と
共
存
す
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
今
や

「
ハ
イ
・
エ
ク
チ
ェ
ン
ジ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」の
旗

手
で
、
世
界
有
数
の
金
融
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐA

SE
A

N

の
セ
カ
ン

ド
ラ
ン
ナ
ー
だ（
資
源
依
存
の
ブ
ル
ネ
イ
を
除

く
）。
す
で
に
１
９
８
３
年
時
点
で
も
G
D
P

に
占
め
る
輸
出
の
比
率
は
約
52
パ
ー
セ
ン
ト

と
高
か
っ
た
が
、さ
ら
に
１
９
９
３
年
に
は
約

89
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る（
新
井
、

２
０
０
０
、２
２
０
ペ
ー
ジ
）。

　

19
世
紀
以
降
、パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
も
と

で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対
し
て
開
放
的
で

あ
っ
た
自
由
な
マ
ラ
ッ
カ
の
海
は
、
現
代
の
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
に
到
る
ま
で
、そ
の
遺
伝
子
を

受
け
継
い
で
き
た
か
の
よ
う
に
見
え
る（
た
だ

し
、グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

が
故
に
、１
９
２
０
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け

て
、こ
の
地
域
は「
世
界
大
恐
慌
」の
影
響
を
受

け
た
。
こ
れ
も
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
教
訓

で
あ
る
）。

＊　

＊　

＊

　

中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
陸
路
、シ
ル

ク
ロ
ー
ド
が
貫
く
中
国
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
に
も
、
交
通
の
要
衝
は
点
在
す
る
。
瞳
の
色

が
異
な
る
人
々
が
行
き
交
い
、
交
易
、
商
業

1. マレーシア・マラッカ近郊のゴム農園ーーゴムはマレーシアだけでな
く東南アジア全域で栽培される。幹に斜めの切れ目を入れ、樹液を採集
する。2. マレーシアの首都クアラルンプール中心部ーーイギリス支配時
代からマレー半島内陸部の開発拠点であった。近代的なビル群と伝統的
なイスラム建築である旧モスクが隣接する。

Essay Economics

「文明の
  十字路」の
  経済学

4

3. シンガポール・ジュロン港ーー中継貿
易港として繁栄したシンガポールは、そ
の後工業化に成功し、さらに国際金融セ
ンターの一つにもなった。4. マレーシア
の電子産業ーーマレーシアは 1970年代
より電子、電機産業を中核とした「輸出
指向型工業化政策」を推進してきた。「東
洋の女性の器用な手」は外国企業を惹き
付けた。

3

1

新井敬夫

4

2
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の
舞
台
と
な
っ
た
ト
ル
フ
ァ
ン（
吐
魯
番
）、

カ
シ
ュ
ガ
ル（
喀
什
）な
ど
は
、
今
は
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
観
光
の
見
所
だ
。
た
だ
産
業
の
観
点
か

ら
は
、
発
展
著
し
い
中
国
の
中
で
は
相
対
的
に

遅
れ
た
地
域
と
言
え
る
。

　

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
北
辺
、
天
山
南
路
に

あ
る
ロ
ン
タ
イ（
輪
台
）な
ど
の
石
油
・
天
然
ガ

ス
採
掘
拠
点
、そ
れ
か
ら
ウ
ル
ム
チ
の
よ
う
な

大
都
市
で
は
経
済
に
活
気
が
あ
る
。
ま
た
、
乳

業
、
飲
食
料
加
工
業
、
製
粉
・
製
麺
業
な
ど
の

食
品
加
工
業
は
広
く
域
内
に
分
布
す
る
。
こ
れ

ら
の
部
門
に
原
材
料
を
供
給
す
る
乾
燥
帯
農
業

や
オ
ア
シ
ス
農
業（
野
菜
、
果
物
、
綿
花
、
小

麦
な
ど
）、そ
し
て
牧
畜
な
ど
が
新
疆
の
農
村
経

済
を
特
徴
づ
け
る
。
各
地
の
伝
統
産
業
、
例
え

ば
ホ
ー
タ
ン（
和
田
）の
玉
や
絨
毯
、カ
シ
ュ
ガ

ル
の
楽
器
や
金
属
食
器
類
な
ど
は
民
族
色
豊
か

で
味
わ
い
深
く
、か
つ
て
の
手
工
業
技
術
を
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ホ
ー
タ
ン
の
絨
毯
産

業
は「
財
政
扶
貧
項
目
」で
、
貧
困
層
に
雇
用

と
所
得
機
会
を
提
供
す
る
。

　

た
だ
、
全
体
と
し
て
生
産
性
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
は
な
く
、
近
代
産
業
が
発
展
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
ま
た
、
輸
出
能
力
も
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
い
。『
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
産
業
連
関
表

（
２
０
０
２
年
）』を
見
る
と
、
域
内
で
の
付
加

価
値
額
に
占
め
る
中
国
の
他
地
域
へ
の
移
出
が

約
38
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
外
国
へ
の
輸
出
は
わ
ず

か
に
約
6
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い（
詳
細
は

新
井
、
近
刊
）。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
で
は
外
国
に
開
か
れ
た
交
易
の
面
影

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
外
国
貿
易（
輸
出
）

の
発
生
要
因
は
、
優
れ
た
品
質
の
財
を
生
産
す

る
こ
と
、
同
じ
品
質
の
財
な
ら
ば
生
産
性
が
高

い
こ
と（
し
た
が
っ
て
価
格
が
低
い
こ
と
）、

他
国
で
は
生
産
で
き
な
い
財
を
生
産
で
き
る
こ

と
だ（
こ
の
場
合
、
他
国
の
生
産
性
は
ゼ
ロ
だ

か
ら
、
自
国
の
生
産
性
が
ど
ん
な
に
低
く
と

も
、
生
産
性
で
負
け
な
い
）。
第
三
番
目
の
要

因
か
ら
考
え
る
と
、
新
疆
の
輸
出
は
も
っ
と
多

く
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
の
だ
が
。

　

世
界
銀
行
の
報
告
書
で
は
、
内
陸
国（
内

陸
地
域
）は
経
済
発
展
の
機
会
に
恵
ま
れ
に

く
い
、と
指
摘
さ
れ
て
い
る（W

orld B
ank, 

2001, 

新
井
訳,2004

）。
こ
の
書
で
の
内
陸
国

の
原
文
は「land locked

」で
、「
閉
じ
込
め
ら

れ
た
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
経
済
発
展
の
鍵

は「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
連
結
性
）」で
あ

る
、と
も
言
わ
れ
る
。
運
輸
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
、
情
報
・
通
信
、
熱
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関

連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
だ
と
言
う
訳

だ
。
内
陸
国
が
本
質
的
に
不
利
か
否
か
は
別
と

し
て
、
少
な
く
と
も「
現
代
世
界
経
済
に
お
い

て
は
」不
利
な
立
場
に
な
り
が
ち
だ
、と
は
言

え
そ
う
で
あ
る
。
高
所
得
国
ス
イ
ス
は
内
陸
だ

が
バ
ー
ゼ
ル
か
ら
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港（
い
わ
ゆ

る
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
）ま
で
ラ
イ
ン
水
運
の
恩
恵

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
現
代
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
の
お
か
れ
た
位
置
を
理
解

す
る
た
め
に
は「
北
京
や
モ
ス
ク
ワ
か
ら
遠
い

内
陸
と
い
う
地
理
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
」中

国
や
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
も
と
、
様
々
な
面
で

周
縁
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
も
し
っ
か
り

と
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊　

＊　

＊

　

交
易
の
拠
点
で
も
あ
る「
文
明
の
十
字
路
」

を
、そ
こ
が
海
で
あ
っ
て
も
陸
で
あ
っ
て
も
、

様
々
な
民
族
、
人
種
が
行
き
交
っ
た
。
天
然
資

源
開
発
な
ど
で
経
済
活
動
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、

人
が
や
っ
て
く
る（
ま
た
は
、
連
れ
ら
れ
て
く

る
）。
必
然
的
に
そ
こ
に
は
多
民
族（
多
人
種
）

社
会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と

マ
レ
ー
人
の
住
ん
で
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、

中
国
南
部
や
同
じ
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
っ
た

イ
ン
ド
か
ら
移
民
が
や
っ
て
き
た（
ま
た
は
連

れ
ら
れ
て
き
た
）。
農
村
で
伝
統
的
な
生
業
に

従
事
し
て
い
た
マ
レ
ー
人
に
対
し
て
、
中
国
系

や
イ
ン
ド
系
移
民
は
新
た
な
経
済
機
会
、す
な

わ
ち
都
市
で
の
商
業
や
交
易
の
機
会
、
鉱
山
開

発
に
関
す
る
機
会
を
享
受
で
き
た
。
こ
れ
が
、

後
に
大
き
な
民
族
間
経
済
格
差
と
な
っ
て
社
会

に
不
安
定
さ
を
も
た
ら
し
た
。
１
９
６
０
年
代

の
民
族
暴
動
を
経
て
、１
９
７
０
年
代
よ
り
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
は
こ
の
民
族
間
の
経
済
格
差
を

是
正
す
る
政
策（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
）を
と
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
在
も
、
民
族
問
題
は

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、ア
ジ
ア

6. 新疆ウイグル自治区の綿農場ーーここで採れる「新疆綿」は、ア
メリカ南西部産やエジプト産と並び、良質の繊維であると言われる。

5. 新疆ウイグル自治区の麺工場ーー日本で言う「袋入りインスタントラーメン」の製造工程は、労働集約型の技術を
用いている。

57. タクラマカン砂漠（タリム盆地）北部のエネルギー資源開発ーー新疆ウイ
グル自治区は、発展する中国にとって貴重なエネルギー供給地である。この
天然ガスを沿海部に送る計画を「西気東輸」と言う。

7

6



89

Essay 「文明の十字路」の経済学

経
済
危
機
以
降
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、む
し
ろ

民
主
化
に
向
け
て
の
改
革
ス
タ
ン
ス
を
軸
と
し

た
政
治
勢
力
の
対
立
の
ほ
う
が
、
民
族
対
立
よ

り
も
目
立
つ
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
対
立
軸
の

ほ
う
が
健
全
と
言
え
ば
健
全
か
も
知
れ
な
い
。

歴
史
に「if

は
な
い
」が
、マ
レ
ー
シ
ア
に
民
族

対
立
が
な
か
っ
た
ら
、
経
済
発
展
の
速
度
は

も
っ
と
上
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

＊　

＊　

＊

　

主
と
し
て
漢
民
族
で
人
口
が
構
成
さ
れ
る
成

長
著
し
い
中
国
沿
海
部
の
諸
省
と
ウ
イ
グ
ル
族

な
ど
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
諸
民
族
で
構
成
さ
れ
る

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
の「
地
域
間
所
得
格

差
」は
同
時
に「
民
族
間
格
差
」で
も
あ
る
。
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
は
計
画
経
済
期
、
市
場
経
済
化
期

を
と
お
し
て
周
縁
化
の
道
を
た
ど
っ
て
し
ま
っ

た
。
民
族
間
格
差
に
限
ら
な
い
が
、さ
ま
ざ
ま

な
格
差
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
中
国
政
府
は

「
和
諧
社
会（
調
和
の
あ
る
社
会
）」を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
各
民
族

（
漢
族
、モ
ン
ゴ
ル
族
、ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
）を

包
摂
す
る「
中
華
民
族
」と
い
う
言
葉
を
用
い

て
、
民
族
格
差
・
対
立
の
先
鋭
化
の
抑
制
に
腐

心
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）は
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
的
ス

ロ
ー
ガ
ン（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）の
行
く
末
は
、お

そ
ら
く
経
済
開
発
、
西
部
大
開
発
の
進
行
に
も

関
係
す
る
。

　

言
語
、
宗
教
、
慣
習
な
ど
を
異
に
す
る
エ
ス

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
共
存
と
分
離
、
対
立
と
協

調
、
無
関
心
と
干
渉
、
親
愛
と
敵
意
、
寛
容
と

不
寛
容
、
差
別
と
公
平
、
統
合
と
分
裂
…
…
何

と
な
く
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
表
さ
れ
、
私
に
は

「
実
感
と
し
て
」理
解
で
き
な
い
複
雑
な
力
学

は
、
近
代
国
民
国
家
、
特
に
多
民
族
国
家
に
大

き
な
課
題
を
突
き
つ
け
て
き
た
。
こ
の
漠
と
し

た
、
一
般
に「
民
族
問
題
」と
称
さ
れ
る
課
題

が
深
刻
な
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
の
は
、
一

つ
に
は
民
族
間
の
生
活
水
準
・
経
済
格
差
が
容

認
さ
れ
な
い
水
準
、あ
る
い
は
社
会
的
臨
界
点

に
達
す
る（
達
し
た
）時
だ
ろ
う
。

＊　

＊　

＊

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
南
端
、
熱
帯
の
マ
レ
ー

の
十
字
路
」と「
陸
の
十
字
路
」の
経
済
発
展
は

あ
ま
り
に
も
異
な
る
。
モ
ス
ク
や
ミ
ナ
レ
ッ
ト

か
ら
流
れ
る
ア
ザ
ー
ン
の（
お
祈
り
の
開
始
を

告
げ
る
）声
は
同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
て
も
。

注
：
駆
け
出
し
の
研
究
者
の
頃
、マ
レ
ー
シ
ア
で
の
現
地

調
査
に
関
し
て
、
松
下
国
際
財
団（
現
、
公
益
財
団
法
人

半
島
に
も
、
砂
漠
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
も
、

か
つ
て
交
易
で
賑
わ
っ
て
い
た「
文
明
の
十
字

路
」は
あ
る
。
で
も
今
、
海
の
交
易
は
栄
え
、

陸
の
交
易
は
そ
れ
に
比
べ
よ
う
も
な
い
。
国
際

貿
易
の
利
益
を
海
か
ら
享
受
し
て
い
る
マ
レ
ー

シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
、
対
照
的
な
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は
同
時
代
に
存
在
す
る
。
20
世
紀
末
か

ら
21
世
紀
の
今
日
ま
で
に
私
が
見
て
き
た「
海

参考文献
［1］ 新井敬夫、2000、「マレーシアにおけるハイ・エクスチェ
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合併号、亜細亜大学国際関係研究所、217-235ページ。
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ションと経済開発』、シュプリンガーフェアラーク東
京。（World Bank, 2001, Globalization, Growth, and 
Poverty, Oxford University Press）

［4］ Fogel, R.W., 2004, High Performing Asian Economies, 
NBER Working Paper w10752.
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松
下
幸
之
助
記
念
財
団
）の
研
究
助
成（
代
表
者
：
新
井

敬
夫
、
助
成
番
号
：93-251
お
よ
び94-595

）を
受

け
た
。
ま
た
、
国
際
連
合
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
調

査
研
究
の
仕
事
を
通
し
て
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
産
業

開
発
に
関
す
る
知
見
を
蓄
積
で
き
た
。
亜
細
亜
大
学
に

勤
務
し
て
か
ら
は
大
学
の
資
金
で
研
究
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
近
年
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
調
査
も
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究

環
境
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

8. 新疆ウイグル自
治区の市場での羊取引 
ーー羊だけでなく、
飼料、牧畜用具等も
売買される。

9. 新疆ウイグル自治区の絨毯工場ーー絨毯はこの地域の伝統産業である。
大きな絨毯製作は数人がかりで行う。女性の雇用・所得機会でもある。

8
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と
は
い
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
イ
ア

ン
は
、
多
く
の
日
本
人
が
訪
れ
る
観
光
地
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
と
の
ゆ
か
り
が
あ
る
街
と

し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

た
だ
し
、
観
光
地
ホ
イ
ア
ン
と
日
本
と
の
関

係
を
歴
史
的
に
ひ
も
解
く
と
き
、
こ
れ
ら
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
局
面
が
み
え
て
く
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
日
本
軍
の
仏
印
（
フ
ラ
ン
ス

領
イ
ン
ド
シ
ナ
）
進
駐
の
歴
史
で
あ
り
、
軍
事

行
動
に
付
随
し
た
外
邦
図
の
作
製
で
あ
る
。
そ

こ
で
以
下
で
は
、
仏
印
進
駐
と
外
邦
図
の
作
製

の
概
要
を
述
べ
た
上
で
、
こ
の
史
実
と
ホ
イ
ア

ン
と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
た
い
。

仏
印
進
駐
と
外
邦
図

　

周
知
の
よ
う
に
、
1
9
4
0
年
代
の
日
本

軍
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
侵
略
は
、
重
要
戦
略
資

源
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
。
仏
印
進
駐
は
、
こ

う
し
た
軍
需
資
源
の
獲
得
な
ら
び
に
蒋
介
石
軍

の
援
助
ル
ー
ト
の
遮
断
を
意
図
し
て
行
わ
れ

た
。
1
9
4
0
年
9
月
に
北
部
仏
印
に
進
駐

し
た
日
本
軍
は
、
1
9
4
1
年
7
月
に
は
南

部
地
域
ま
で
進
駐
し
、
仏
印
を
占
領
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
軍
の
軍
事
行
動
に
先
行
・

ホ
イ
ア
ン
と
は
？

　

ホ
イ
ア
ン
市
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
ク
ア
ン
ナ

ム
省
の
一
都
市
で
あ
り
、
中
部
最
大
の
商
業
都

市
で
あ
る
ダ
ナ
ン
市
（
中
央
直
轄
市
）
の
南
約

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。ホ
イ
ア
ン
は
、

ト
ゥ
ー
ボ
ン
川
に
面
し
た
沿
岸
都
市
で
、
市
域

面
積
が
約
6
0
6
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
ホ
イ
ア
ン
市
の
街
並
み
の
一
角（
旧

市
街
）、
お
よ
そ
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
歴
史
的
な

国
際
貿
易
港
の
文
化
融
合
を
顕
著
に
示
し
て
い

る
こ
と
、
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
の
貿
易
港
の
状
態

を
よ
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
か
つ

て
の
ホ
イ
ア
ン
は
、
現
在
の
ダ
ナ
ン
を
凌
ぐ
ほ

ど
の
貿
易
港
を
有
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
16

〜
18
世
紀
に
は
、
海
上
貿
易
の
拠
点
と
し
て
、

鎖
国
令
（
マ
マ
）
発
布
以
前
に
は
多
く
の
朱
印

船
も
来
港
し
、日
本
町
が
形
成
さ
れ
た
（
岩
生
、

1
9
6
6
）。

　

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
町
ホ
イ
ア
ン
と
聞
い
て
連

想
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、
世
界
遺
産
の
街

並
み
、
観
光
地
、
提
灯
、
日
本
橋
（
橋
寺
）、

日
本
町
、
日
本
人
の
墓
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

（
写
真
1
〜
6
参
照
）。
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
な
ど

で
画
像
検
索
を
し
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
反
映
し
た
イ
メ
ー
ジ
や
写
真
等
が
散

見
さ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
の
ホ
イ
ア
ン
は
、

並
行
し
て
作
製
さ
れ
た
地
図
が
外
邦
図
と
呼
ば

れ
る
。
こ
こ
で
「
外
邦
」
と
は
、
原
則
と
し
て

植
民
地
を
含
ん
だ
当
時
の
帝
国
日
本
の
領
域
以

外
を
指
す
。
外
邦
図
は
、
1
9
4
5
年
8
月

の
第
2
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
戦
争
や
植
民

地
経
営
に
む
け
て
作
製
さ
れ
て
き
た
地
図
と
さ

れ
、
軍
事
目
的
に
作
製
さ
れ
た
。
軍
事
に
お
け

る
地
図
の
重
要
性
は
、
そ
の
作
製
を
軍
が
担
当

す
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
軍
事
秘
密
と
し
て
場

合
に
よ
っ
て
は
現
在
で
も
民
間
の
使
用
制
限
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
（
小
林
、

2
0
0
9
）。
つ
ま
り
、
外
邦
図
は
植
民
地
支
配

や
戦
争
の
趨
勢
を
決
定
す
る
ひ
と
つ
の
重
要
な

Essay Southeast Asia

語られない
ホイアン
大塚直樹

1. トゥーボン川の対岸からみる世界遺産の街並み。2. 
世界遺産登録の理由のひとつに挙げられた木造建築の
古民家。3. ホイアンのシンボルといわれる日本橋（別
名、橋寺）。観光客の撮影スポットとして有名である。

3 2

1

4. 土産用の提灯が売られる世界遺産区の対岸の夜市。
45

5. ライトアップされた世界遺産の街並み。

6. ホイアン郊外に位置する日本人の墓。墓の正面か
らみて右側の石碑には「1647年、日本の貿易商人
谷弥次郎兵衛（たにやじろべえ）ここに眠る」とある。

6

語られないホイアン Essay 

ホ
ー
チ
ミ
ン
や
ハ
ノ
イ
か
ら
最
短
で
ア
ク
セ
ス

す
る
場
合
に
は
、
空
路
を
使
い
ダ
ナ
ン
空
港
ま

で
行
き
、
そ
こ
か
ら
陸
路
を
南
下
す
る
こ
と
に

な
り
、
必
ず
し
も
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
立
地
条
件
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ジ
ア
地
域
総
合
研
究
施
設
、

1
9
5
8
年
発
足
）
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
同
施
設
の
設

立
に
尽
力
し
た
別
技
に
よ
れ

ば
、
立
教
大
学
の
研
究
施
設

で
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
関

す
る
研
究
の
基
礎
的
資
料
と

し
て
図
書
約
3
5
0
0
冊
、

各
種
地
図
約
5
0
0
0
枚
を

蒐
集
し
、
さ
ら
に
地
図
に
関

し
て
は
東
南
ア
ジ
ア
各
地
域

に
お
け
る
大
縮
尺
の
地
形
図

お
よ
び
水
路
部
作
製
の
海
図

を
中
心
に
集
め
た
と
い
う（
別

技
、
1
9
6
7
）。
こ
の
研
究

所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
外
邦

図
の
う
ち
ホ
イ
ア
ン
周
辺
を

含
む
2
枚
を
今
回
の
分
析
対

象
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
縮

尺
が
50
万
分
の
1
と
40
万
分

の
1
の
地
図
と
な
っ
て
い
る
。

外
邦
図
の
ホ
イ
ア
ン

　

図
1
は
外
邦
図
に
描
か
れ
た

ホ
イ
ア
ン
と
そ
の
周
辺
地
域
を
示
し
て
い
る
。
図

1
の
右
余
白
に
は
「
仏
領
印
度
支
那
50
万
分
1

図
12
号
（
左
）」
と
記
さ
れ
、
左
余
白
に
は
「
昭

和
20
年
製
版
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

同
図
と
は
別
の
ホ
イ
ア
ン
周
辺
の
40
万
分
の
1
の

外
邦
図
の
左
余
白
に
は
「
昭
和
15
年
9
月
製
版

／
同
15
年
9
月
発
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
図

2
）、
1
9
4
0
年
の
日
本
軍
の
北
部
仏
印
進
駐

を
前
後
し
て
、
す
で
に
関
係
機
関
に
よ
っ
て
地
図

が
作
製
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
戦

時
に
お
け
る
地
図
の
重
要
性
を
示
す
一
例
で
あ
ろ

う
。

　

図
1
に
お
い
て
中
央
部
のFA

IFO

と
い
う

地
名
が
注
目
さ
れ
る
。
図
中
で
は
、
現
在
の

ホ
イ
ア
ン
中
心
部
の
位
置
に
ホ
イ
ア
ン
（H

oi 

A
n

）
と
い
う
地
名
が
記
載
さ
れ
る
代
わ
り
に

FA
IFO

と
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
外
邦
図

上
、
す
な
わ
ち
1
9
4
0
年
代
の
日
本
軍
で

は
、
ホ
イ
ア
ン
で
は
な
くFA

IFO

と
し
て
当

該
地
域
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

FA
IFO

と
い
う
地
名
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

ベ
ト
ナ
ム
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
で
は
F

の
文
字
を
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
言

語
表
記
に
基
づ
く
単
語
で
は
な
い
。
一
説
に

は
、
ホ
ア
イ
フ
ォ
と
い
う
ホ
イ
ア
ン
近
隣
の
村

名
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
な
ま
っ
て
記
録
し
た

結
果
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
フ
ァ
ン
・
フ
イ
・

レ
、
1
9
9
3
）。
ま
た
小
倉
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
研
究
者
の
五
つ
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
、
17

世
紀
の
地
図
に
示
さ
れ
た
ホ
イ
ア
ン
河
口
部
の

地
名
で
あ
るH

ai Pho

（
海
府
、
海
岸
部
の
要

衝
の
意
）
を
外
国
人
が
フ
ェ
イ
フ
ォ
（Faifo

）

と
発
音
し
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
検
家

や
宣
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
海
図
に
記
録
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
察
し
て
い
る
（
小

倉
、
1
9
8
9
）。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と

もFA
IFO

と
い
う
名
付
け
は
西
洋
か
ら
の
視

点
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
西
洋
か
ら
の
視
点
が
図
1
の
外

邦
図
に
取
り
込
ま
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
外

図 1. 外邦図「トウラーヌ TOURANE　仏領印度支那 50万分 1図 12号（左）」に描かれたホイアン（立教大学アジア地
域研究所所蔵、一部）。図 2. 「トゥーラーヌ TOURANE　仏領印度支那 40万分 1図 8号」の製版・発行年月（立教大学
アジア地域研究所所蔵、一部）。図 3. 図 1の外邦図余白に示された備考（立教大学アジア地域研究所所蔵、一部）。

邦
図
の
作
製
方
法
が
関
連
し
て
い
る
。
地
図

の
余
白
に
は
、
作
製
主
体
と
し
て
「
参
謀
本

部
」（
左
下
余
白
）
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
依
拠
し
た
地
図
情
報
と
し
て
「
本
図
は

1
9
3
7
年
印
度
支
那
総
督
府
地
理
局
調
製

50
万
分
1
図
の
多
色
刷
を
4
色
に
応
急
複
製

せ
る
も
の
な
り
」（
右
下
余
白
）
と
示
さ
れ
て

い
る
（
図
3
参
照
）。
こ
こ
か
ら
当
該
図
は
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
政
府
が
作
製
し
た
地
図
を
複

製
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、FA

IF
O

と
描
か
れ
た
外
邦
図
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民

地
主
義
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
言
い
換
え
れ

ば
、
無
意
識
的
で
あ
れ
、
大
東
亜
共
栄
圏
を

提
唱
し
た
日
本
の
帝
国
主
義
的
な
視
線
が
投

影
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、FA

IFO

と
い
う
名
称
は
、
現
在
の
ホ

イ
ア
ン
の
景
観
の
な
か
に
も
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
（
写
真
7
）。
さ
ら
にFA

IFO

は
、
ホ
イ
ア

ン
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
名
称
（
タ
ク
シ
ー
会
社

名
は
正
確
に
はFA

IFO
O

）
に
残
っ
て
お
り
、

世
界
遺
産
区
に
出
店
し
て
い
る
店
舗
の
名
称
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
のFA

IFO

と
い
う
店

舗
に
て
店
員
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
「FA

IFO

と
は
ホ
イ
ア
ン
の
昔
の
名
称
。FA

IFO

は
、
か

7. ファイフォと描かれた提灯。日
本橋に飾られている。

7

図3 図2 図1

ツ
ー
ル
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

外
邦
図
は
、
現
在
も
な
お
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
地
図
と
い
う
点
が
そ
の
特
徴
と
さ
れ
て
い

る
。
理
由
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
当
該
地

図
が
軍
事
目
的
で
作
製
さ
れ
た
た
め
、
秘
密
情

報
と
し
て
外
部
に
公
開
さ
れ
ず
、
ま
た
第
2
次

世
界
大
戦
後
に
大
量
に
焼
却
処
分
さ
れ
た
こ

と
、
第
2
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
外
邦
図
に
責

任
も
つ
日
本
政
府
機
関
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
（
小
林
、
2
0
1
1
）、
さ
ら
に
戦
争

や
植
民
地
と
い
う
結
び
つ
き
に
対
し
て
暗
い
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
も
た
れ
た
こ
と
（
久
武
・

今
里
、
2
0
0
9
／
小
林
、
2
0
0
9
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
終
戦

後
、
外
邦
図
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
ま
た
外
邦
図
は
、
そ
の
作
製
方
法

が
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
。
具
体
的

に
は
、
日
本
軍
が
測
量
を
実
施
し
、
さ
ら
に
空

中
写
真
を
撮
影
し
て
作
製
し
た
も
の
や
、
外
国

製
の
地
図
を
入
手
し
て
複
製
し
た
も
の
な
ど
が

あ
る
（
小
林
、
2
0
1
1
）。

　

こ
う
し
た
外
邦
図
の
な
か
で
特
に
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
地
域
に
関
す
る
地
図

は
、
立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
（
旧
、
ア

語られないホイアン Essay 
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9. 中華会館内（敷地内に入って右手）に設置された
13名の肖像画。10. 清明亭と周辺景観。左側の建物
の軒下には清明亭ではなく「清明祠」とある。

9

　

ホ
イ
ア
ン
世
界
遺
産
区
の
チ
ャ
ン
フ
ー
通
り

64
番
地
に
は
中
華
会
館
が
位
置
し
て
い
る
（
写

真
8
）。
こ
の
中
華
会
館
は
、
別
名
で
5
幇
会

館
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
系
移
民
全
体
の
会
館

と
い
わ
れ
て
い
る
。
会
館
を
入
っ
て
右
手
に

13
名
の
遺
影
（
肖
像
画
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
（
写
真
9
）。
13
名
の
肖
像
画
の
上
に
は
、

中
国
語
で
「
越
南
中
圻
華
僑
抗
戦
烈
士
遺
像

（
1
9
4
3-

1
9
4
5
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
日
本
軍
の
仏
印
進
駐
以

降
に
、
日
本
軍
の
憲
兵
に
よ
っ
て
逮
捕
・
殺
害

さ
れ
た
華
僑
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
は
「
ホ
イ

ア
ン
事
件
」（
菊
池
、2
0
0
3
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

菊
池
に
よ
れ
ば
、
ホ
イ
ア
ン
事
件
は
、

1
9
4
3
年
4
月
と
1
9
4
5
年
春
の
計
2

回
発
生
し
た
と
い
う
。
1
9
4
3
年
に
は
28

名
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ホ
イ
ア
ン
在
住

華
僑
3
名
が
殺
害
さ
れ
、
1
9
4
5
年
に
は

1
0
0
名
以
上
が
逮
捕
さ
れ
、
ホ
イ
ア
ン
在

住
華
僑
を
含
む
10
名
が
殺
害
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
、
反
日
活
動
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
一
環

と
し
て
、
活
動
者
が
逮
捕
・
拘
束
さ
れ
た
。
こ

の
事
件
は
、
1
9
4
5
年
8
月
の
日
本
の
敗

戦
後
、
ダ
ナ
ン
に
進
駐
し
て
き
た
中
国
国
民
党

軍
の
日
本
軍
に
対
す
る
取
り
調
べ
の
過
程
で
発

覚
し
た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
遺
族
は
埋
葬
さ
れ

て
い
た
遺
骸
を
掘
り
起
こ
し
、
ホ
イ
ア
ン
の
郊

外
に
位
置
す
る
清
明
亭
の
墓
地
に
埋
葬
し
、「
民

族
正
気
」と
彫
ら
れ
た
記
念
碑
を
建
立
し
た（
菊

池
、
2
0
0
3
）。

　

清
明
亭
は
ホ
イ
ア
ン
市
内
の
ハ
イ
バ
ー
チ
ュ

ン
通
り
を
北
上
し
、
ト
ン
ド
ゥ
ッ
ク
タ
イ
ン
通

り
を
左
折
し
た
突
き
当
た
り
の
左
側
に
位
置
し

て
い
る
（
写
真
10
・
11
）。
当
該
施
設
の
墓
に
は

1
9
4
5
年
に
殺
害
さ
れ
た
10
名
の
名
前
の
み

が
刻
印
さ
れ
、
そ
の
前
方
に
位
置
す
る
記
念
碑

に
は
13
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
建
立
年

を
み
る
と
、
前
者
が
中
華
民
国
34
（
1
9
4
5
）

年
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
が
中
華
民
国
35

（
1
9
4
6
）
年
11
月
と
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
イ
ア
ン
事
件
の
背
景
に
は
、
前
述
の
よ
う

に
抗
日
活
動
の
監
視
、
特
に
中
国
国
民
党
員

と
し
て
蒋
介
石
と
連
携
す
る
活
動
家
の
取
り

締
ま
り
と
い
う
目
的
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、

菊
池
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
犠
牲
者
が
中
国
国

民
党
の
直
接
的
な
関
係
者
と
は
断
定
で
き
ず
、

そ
の
意
味
で
被
害
者
に
対
す
る
十
分
な
取
り

調
べ
が
行
わ
れ
た
の
か
も
定
か
で
は
な
い
と

＊
外
邦
図
に
つ
い
て
の
情
報
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に

直
し
て
示
し
た
。
な
お
、
写
真
は
す
べ
て
2
0
1
3
年

12
月
に
筆
者
が
撮
影
し
た
。

11. 民族正気と刻まれたホイアン事件の記念碑。その後方に
は第 2次ホイアン事件で殺害された 10名の名前が刻印され
た墓がみえる。

11

8. ホイアン事件の被害者の肖像画が
ある中華会館の建物。

8

い
う
。
ま
た
、
日
本
側
に
は
こ
の
事
件
の
記

録
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
菊
池
、
2
0
0
3
）。
さ
ら

に
、
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
地
ホ
イ
ア
ン
で
も
こ
の
事
件
が
積
極
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ホ
イ
ア
ン
事
件
は
、
ホ
イ
ア
ン
に
お
け

る
日
本
の
表
象
か
ら
「
排
除
」
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
な
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
す
べ
て
の
歴
史
的

記
憶
が
記
録
さ
れ
、
か
つ
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
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つ
て
フ
ラ
ン
ス
（
人
）
が
名
付
け
た
」
と
解

説
し
て
く
れ
た
。
な
お
、
ホ
イ
ア
ン
と
い
う

地
名
お
よ
び
そ
の
港
は
16
世
紀
の
末
に
は
生
ま

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
フ
ァ
ン
・
フ
イ
・
レ
、

1
9
9
3
）。
し
た
が
っ
て
、
当
該
地
域
は
、
一

方
で
は
ホ
イ
ア
ン
と
呼
ば
れ
、
他
方
で
は
西
洋

の
ま
な
ざ
し
か
らFA

IFO

と
も
名
付
け
ら
れ
、

現
在
で
は
再
び
ホ
イ
ア
ン
と
い
う
地
名
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、FA

IFO

は
一
つ
の

記
号
と
し
て
現
代
の
ホ
イ
ア
ン
に
そ
の
名
残
を

と
ど
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
呼
称
と
外
邦

図
作
製
と
い
う
日
本
と
の
関
わ
り
が
前
景
化
す

る
こ
と
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

ホ
イ
ア
ン
に
お
け
る 

 

「
排
除
」さ
れ
た
日
本

語られないホイアン Essay 

わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
ホ
イ
ア
ン
に
お
け
る

日
本
の
表
象
を
み
て
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
歴
史
的
な
交
易
を
通
じ
て
日
本
と
の
交
流

を
も
っ
て
き
た
世
界
遺
産
ホ
イ
ア
ン
と
い
う

“
光
”
の
部
分
を
み
る
だ
け
で
な
く
、“
陰
”

の
部
分
を
知
っ
た
上
で
現
地
を
訪
問
す
る
こ
と

も
一
つ
の
観
光
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。
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ル
ワ
ン
ダ
は
一
九
九
四
年
の
虐
殺
で
国
際
社

会
の
注
目
を
集
め
た
国
で
あ
る
。
虐
殺
と
、
今

も
続
く
そ
の
事
後
処
理
は
ル
ワ
ン
ダ
政
府
の
政

策
の
中
で
重
要
な
一
部
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
難
民
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
虐
殺
を

逃
れ
よ
う
と
し
た
国
民
が
近
隣
諸
国
に
避
難
し

た
。
そ
の
後
、
避
難
先
に
定
住
す
る
者
、ル
ワ

ン
ダ
に
帰
還
す
る
者（
ま
た
は
帰
還
す
る
意
思

の
あ
る
者
）と
に
分
か
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
難
民
に
と
っ
て
は
辛
い
選
択
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、ル
ワ
ン
ダ
に
戻
れ
ば
虐
殺
を
行
っ
た
者

と
暮
ら
す
こ
と
を
意
味
し
、
隣
国
を
定
住
先
と

す
れ
ば
、
定
住
地
で
部
族
争
い
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

難
民
の
流
出
元
で
あ
る
ル
ワ
ン
ダ
だ
が
、
同

時
に
ブ
ル
ン
ジ
や
コ
ン
ゴ
な
ど
近
隣
諸
国
か
ら

の
難
民
を
受
け
入
れ
て
も
い
る
。
国
際
連
合
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所（U

N
H

C
R

）に
よ
る

と
、ル
ワ
ン
ダ
が
受
け
入
れ
て
い
る
難
民
総
数

五
七
六
〇
〇
人
の
う
ち
九
九
％
は
コ
ン
ゴ
か
ら

の
難
民
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
ル
ワ
ン
ダ
を
逃

れ
て
コ
ン
ゴ
に
移
り
住
ん
だ
者
た
ち̶

つ
ま

り
、
元
々
は
ル
ワ
ン
ダ
国
民
で
あ
っ
た
人
た

ち̶

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
人
々
を
ル
ワ
ン

ダ
政
府
は「
コ
ン
ゴ
か
ら
の
難
民
」と
み
て
い

る
が
、コ
ン
ゴ
政
府
は「
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
の
難

民
」だ
と
主
張
し
て
い
る
。
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
の

コ
ン
ゴ
移
住
者
は
ど
ち
ら
の
政
府
か
ら
も
つ
な

が
り
を
否
定
さ
れ
、
政
治
的
に
複
雑
な
立
場
に

あ
る
。

　

ル
ワ
ン
ダ
外
務
大
臣
ム
シ
キ
ワ
ポ
に
よ
る

と
、
東
ア
フ
リ
カ
で
見
ら
れ
る
難
民
の
多
く

は
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
と
そ
れ
が
も
た

ら
し
た
政
情
不
安
定
が
生
み
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
東
ア
フ
リ
カ

は
一
九
九
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
こ
と
の
代
償

を
支
払
っ
て
い
る
途
中
に
あ
り
、
難
民
は
ル

ワ
ン
ダ
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
貧
困
率

四
四
・
九
%
の
ル
ワ
ン
ダ
に
と
っ
て
六
万
人

近
い
難
民
の
受
け
入
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
ル
ワ
ン
ダ
に
流

入
し
た
難
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ

の
う
ち
、キ
ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
キ
ジ
バ

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
焦
点
を
あ
て
、
難
民
受
け

入
れ
と
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
を
考
察
す
る
。

キ
ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ

　

二
〇
一
二
年
六
月
、ル
ワ
ン
ダ
政
府
は
コ
ン

ゴ
に
抜
け
る
舗
装
道
路
に
ほ
ど
近
い
丘
を
一
つ

整
備
し
、
新
し
く
南
部
に
位
置
す
る
ヤ
マ
ガ
ベ

地
区（N

yam
agabe D

istrict

）
に
キ
ゲ
メ
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
開
設
し
た
。
コ
ン
ゴ
東
部
、
北

キ
ブ（K

ivu

）で
の
戦
闘
と
状
況
悪
化
に
伴
い

避
難
民
の
増
加
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

U
N

H
C

R

か
ら
提
供
さ
れ
た
テ
ン
ト
に
二
八
家

族
一
四
一
名
が
移
り
住
ん
だ
。
一
〇
〇
張
の
テ

ン
ト
か
ら
始
ま
っ
た
キ
ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ

は
毎
日
五
〇
張
ず
つ
拡
張
さ
れ
、
八
月
に
は

丘
全
体
を
埋
め
尽
く
す
程
の
数
に
な
っ
た
。

し
か
し
、コ
ン
ゴ
か
ら
流
入
す
る
難
民
の
数
を

考
え
る
と
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
更
に
拡
張
が

必
要
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
九
月
、
難

民
キ
ャ
ン
プ
の
人
口
は
一
四
〇
〇
〇
人
に
達
し

た
。
ル
ワ
ン
ダ
政
府
は
ニ
ー
ズ
が
収
容
可
能
人

数
を
超
え
た
と
し
て
、
十
二
月
に
キ
ゲ
メ
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
拡
張
を
決
定
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
設
営
と
資
金
問
題

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
拡
大
は
政
府
財
政
に
と
っ
て

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
難

民
キ
ャ
ン
プ
設
営
地
は
ほ
ぼ
無
期
限
に
占
拠
さ

れ
る
土
地
と
な
る
た
め
、
私
有
地
の
借
り
上
げ

で
は
な
く
国
有
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
の
拡
大
は
更
な
る
土
地
の
買
い

上
げ
と
所
持
者
・
利
用
者
へ
の
補
償
金
の
支
払

い
を
意
味
す
る
。
キ
ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ
設
営

の
際
に
は
、ル
ワ
ン
ダ
政
府
は
キ
ャ
ン
プ
建
設

準
備
資
金
の
中
か
ら
ヤ
マ
ガ
ベ
地
区
が
所
有
す

る
土
地
を
買
い
上
げ
、そ
の
地
を
耕
作
地
や
住

居
と
し
て
利
用
し
て
い
た
人
た
ち
に
も
十
分
な

補
償
金
を
支
払
っ
た
。
そ
の
額
は
二
〇
〇
〇
万

ル
ワ
ン
ダ
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
っ
た
。

　

ル
ワ
ン
ダ
政
府
が
地
域
住
民
に
配
慮
し
た

難
民
キ
ャ
ン
プ
設
営
を
可
能
に
し
た
要
因
の

一
つ
は
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
で
あ
る
。
政

府
や
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
支
援
物

資
が
寄
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
日
本
政
府
は

一
七
二
〇
〇
万
ル
ワ
ン
ダ
フ
ラ
ン
を
難
民
キ
ャ

ン
プ
建
設
費
用
と
し
て
寄
付
し
、ル
ワ
ン
ダ
政

府
の
財
政
を
支
え
た
。
ま
た
、
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
ル
ワ
ン
ダ
支
部
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ

ン
・
ル
ワ
ン
ダ 

は
一
〇
〇
〇
万
ル
ワ
ン
ダ
フ
ラ

ン
分
の
衣
類
や
日
用
品
な
ど
を
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
寄
付
し
、
避
難
民
の
生
活
支
援
に
貢
献
し

た
。

　

政
府
財
政
を
更
に
圧
迫
す
る
で
あ
ろ
う
難

民
キ
ャ
ン
プ
の
拡
大
決
定
さ
れ
た
背
景
に
は

国
際
連
盟（
国
連
）が
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ル
ワ
ン
ダ
政
府
の
政

策
発
表
か
ら
三
ヶ
月
後
、UN

H
C

R

は
コ
ン
ゴ

難
民
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
し
た
。

Essay Rwanda

1・2. ルワンダ

ルワンダの難民キャンプとその問題点

ルワンダの
難民キャンプと
その問題点
福海さやか

1

2

3. キゲメ難民キャンプ
3

Essay 
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キ
ジ
バ
難
民
キ
ャ
ン
プ

　

キ
ジ
バ
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
古
く
か
ら
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
し
ら
れ
る
キ
ブ
湖
畔
の
街
、キ
ブ

エ（K
ibuye

）か
ら
約
三
三
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
。
最
寄
り
の
村
か
ら
キ
ャ
ン
プ
へ

行
く
に
は
土
埃
の
舞
う
道
を
車
で
三
〇
分
近
く

登
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
徒
歩
や
自
転
車

が
主
な
交
通
手
段
で
あ
る
ル
ワ
ン
ダ
で
は
非
常

に
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
場
所
に
あ
る
。

　

一
九
九
六
年
十
一
月
に
開
設
さ
れ
た
キ
ャ
ン

プ
は
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
様
々
な
機
能
が
整

備
さ
れ
、
運
営
も
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
小

さ
く
閉
じ
ら

れ
た「
都
市
」

の
よ
う
で
あ

る
。
学
校
や

病
院
、
治
安

維
持
組
織
に

加
え
て
市
場

や
水
道
設
備

の
あ
る
洗
濯

場
が
あ
り
、

六
九
六
〇
万
ド
ル
の
予
算
で
運
営
さ
れ
、そ
の

中
か
ら
一
七
七
〇
万
ド
ル
が
ル
ワ
ン
ダ̶

特
に

キ
ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
運
営̶

に
あ
て
ら
れ

る
と
さ
れ
た
。
国
連
は
二
五
〇
〇
〇
人
規
模
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
状
況
に
対
応
し
き
れ
な
い

と
み
て
お
り
、ル
ワ
ン
ダ
で
の
難
民
受
け
入
れ

規
模
を
拡
大
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。

難
民
流
入
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
建
設
は
、そ
れ
に
伴
う
急

激
な
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
キ
ゲ
メ
一
帯
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
今
ま
で
丘
と
森
で

あ
っ
た
所
に
人
が
溢
れ
、
警
備
体
制
が
敷
か

れ
た
。
急
ご
し
ら
え
の
居
住
地
域
は
秩
序
に

欠
け
、
武
装
勢
力
の
一
部
が
紛
れ
込
む
可
能

性
が
高
い
。
ケ
ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
紛
れ
込
ん
だ
武
装
勢
力
が 

難
民
や
地

域
住
人
を
攻
撃
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
及
び
そ
の
周
辺
の
警
戒
は
必
須

で
あ
る
。
安
全
確
保
の
た
め
に
多
く
の
警
察
官

が
配
備
さ
れ
、キ
ャ
ン
プ
近
く
の
道
路
は
警
備
・

警
戒
地
域
に
な
っ
た
。
警
官
た
ち
は
通
行
す
る

車
の
中
に
も
警
戒
を
怠
ら
ず
、
不
審
な
状
況
と

見
做
し
た
場
合
は
職
務
質
問
を
行
う
。

　

ま
た
、 

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
や
経
済
活
動
に
も

変
化
が
現
れ
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
住
人
を
相

手
に
し
た
出
店
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
市

場
が
活
性
化
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、 

需
要
に
対

し
て
食
料
品
等
の
供
給
が
間
に
合
わ
ず
、
物
価

が
四
〜
五
倍
に
上
昇
し
た
た
め
キ
ゲ
メ
住
民
の

生
活
を
圧
迫
し
た
。
物
価
の
上
昇
に
対
応
出
来

な
い
住
民
は「
平
時
価
格
」の
物
資
を
求
め
て

近
隣
の
町
や
村
に
買
出
し
に
行
か
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
も
影
響
を
受
け
た
。
地
域
の

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
コ
ン
ゴ
難
民
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
診
察

の
待
ち
時
間
が
一
挙
に
長
く
な
っ
た
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
は
戦
闘
や
避
難
時
に
負
傷
・
発
病

し
た
者
に
加
え
て
、
既
往
症
の
あ
る
者
も
多
く

い
る
。
急
激
な
患
者
の
増
加
で
施
設
と
医
療
関

係
者
の
絶
対
数
が
不
足
し
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
子
供
の
処
遇
が
懸
念
さ
れ
た
。
キ

ゲ
メ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
い
る
避
難
民
の
六
〇
％

以
上
が
十
八
歳
以
下
の
子
供
で
あ
る
。
彼
ら
の

教
育
や
活
動
の
場
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

泥
壁
の
住
居
が
規
則
的
に
並
べ
ら
れ
通
り
を

作
っ
て
い
る
。
外
観
だ
け
を
み
る
と
、
仮
設
居

住
区
域
で
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
対
し
て
外
部

の
人
が
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
イ
メ
ー
ジ
と
は

か
な
り
異
な
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
人
口
、
約
一
九
〇
〇
〇
人
は

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
コ
ン
ゴ
か
ら
避
難
し
て

き
た
人
々
と
そ
の
子
供
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、

様
々
な
社
会
問
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
貧
富
の
差
の
拡
大
、
子
供
の
教
育
や
就
業

機
会
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く

は
教
育
や
就
労
機
会
の
欠
如
に
大
き
く
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

貧
富
の
差
の
拡
大
と
労
働

　

キ
ジ
バ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

は
、ア
フ
リ
カ
ら
し
い
柄
の
布
が
数
多
く
吊
る

さ
れ
た
一
角
、ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ゴ
の

入
っ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
、ト
マ
ト
や
バ
ナ
ナ
な
ど

の
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
食
品
・
日
用

品
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
生
鮮
食
品
は
国
連
の

食
糧
配
給
で
は
支
給
さ
れ
な
い
。
本
来
な
ら
ば

し
か
し
、 

地
域
の
学
校
は
既
に
飽
和
状
態
で
あ

り
、
地
元
学
校
へ
の
受
け
入
れ
は
難
し
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
国
際
N
G
O
の
一
つ
で
あ
る
ア

ド
ラ（A

dventist D
evelopm

ent and R
elief 

A
gency – A

D
R

A
)

が
中
心
に
な
っ
て
学
校

を
組
織
し
、
六
〇
人
の
教
員
を
雇
用
し
た
。
キ

ゲ
メ
地
区
の
協
力
も
あ
り
、
二
〇
一
二
年
十
一

月
に
は
難
民
の
子
供
達
の
た
め
の
学
校
が
開
始

さ
れ
た
。 

学
校
は
教
育
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
勉
強
や
遊
び
を
通
じ
て
戦
乱
で
受
け
た
心

の
傷
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
場
所
で
も
あ
り
、
子

供
達
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

難
民
キ
ャ
ン

プ
の
人
々
が

手
に
入
れ
る

こ
と
の
で
き

な
い
品
物
で

あ
る
。

　

市
場
に
並

ぶ
生
鮮
食
品

は
、
支
給
さ

れ
た
と
う
も

ろ
こ
し
な
ど
を
近
隣
の
村
で
物
々
交
換
し
て
手

に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
毎
月
各
人
に
支
給
さ

れ
る
食
料
は
、と
う
も
ろ
こ
し
十
二
㎏
、
豆
三

㎏
、そ
し
て
料
理
油
九
〇
〇
g
で
あ
る
。
年
齢

に
関
係
な
く
家
族
の
人
数
分
配
給
が
あ
る
の

で
、
子
供
が
多
い
ほ
ど
多
く
食
料
を
貰
う
こ
と

が
で
き
る
。
余
剰
分
を
交
換
し
、
市
場
で
売
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
市
場
で
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
る

人
は
、キ
ャ
ン
プ
外
の
親
類
縁
者
か
ら
仕
送
り

が
あ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
貧
富
の
差
は
食

べ
物
に
限
ら
ず
、
着
て
い
る
物
や
収
入
を
得
る

た
め
の
手
段
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の

子
供
は
支
援
物
資
か
ら
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ 4. 道行く人々

4

5. キブ湖
5

6. キジバ難民キャンプ
6

ルワンダの難民キャンプとその問題点 Essay 



2021

　

ま
た
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
に
も
特
に
期
待

で
き
な
い
。
以
前
は
カ
ト
リ
ッ
ク
救
済
サ
ー
ビ

ス（C
atholic R

elief Service – C
R

S

）が
奨

学
金
を
出
し
て
ル
ワ
ン
ダ
の
高
校
や
大
学
で
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
援
助
し
て
い
た
が
、
資

金
難
の
た
め
に
打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
高
等
教
育
へ
の
道
は
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
。

　

暇
を
持
て
余
す
子
供
達
は
売
春
で
小
遣
い
稼

ぎ
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
売
春
は
少
女
の

妊
娠
や
出
産
の
個
人
レ
ベ
ル
の
問
題
か
ら
、
性

病
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
問
題
ま
で
発
展
す
る
。
キ
ジ
バ
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
中
学
生
程
度
に
な
る
と

八
〇
％
の
女
の
子
が
妊
娠
・
出
産
し
て
い
る
と

も
い
わ
れ
、
多
く
の
場
合
、
子
供
の
父
親
は
売

春
客
で
あ
る
。

ま
と
め

　

戦
火
に
国
を
追
わ
れ
た
避
難
民
の
生
活
は
困

難
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

の
設
営
と
維
持
は
受
入
国
政
府
の
負
担
に
な

る
。
新
設
で
あ
れ
、
成
熟
し
た
組
織
を
も
つ
も

の
で
あ
れ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
問
題
が
多

い
。
新
設
さ
れ
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
場
合
、
急

激
な
人
口
の
増
加
に
対
応
し
き
れ
な
い
イ
ン
フ

ラ
と
、
食
糧
供
給
の
不
足
が
最
大
の
問
題
で
あ

る
。
地
域
住
民
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
存
在
を
受

け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
土
地
利
用
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
細
や
か
な
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
半
ば
恒
久
的
に
存
在
す
る
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
難
民
の
就
労
可
能
性
と
増
え
続
け

う
T
シ
ャ
ツ
な
ど
を
着
て
い
る
が
、そ
の
中
に

エ
ス
ニ
ッ
ク
柄
の
小
奇
麗
な
ア
フ
リ
カ
ス
タ
イ

ル
の
ド
レ
ス
を
着
て
い
る
子
も
み
ら
れ
る
。

　

市
場
に
物
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
は
購
買
力

を
持
た
な
い
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
で
は
仕
事
が

限
ら
れ
て
い
る
上
、
生
産
の
手
段
を
手
に
入
れ

る
こ
と
も
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
資
金
が
あ
れ

ば
、ミ
シ
ン
を
手
に
入
れ
て
縫
製
を
仕
事
に
で

き
る
も
の
も
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
ど

れ
ほ
ど
外
か
ら
支
援
を
も
ら
え
る
か
が
難
民

キ
ャ
ン
プ
生
活
に
影
響
し
て
い
る
。

る
子
供
の
処
遇
が
問
題
に
な
る
。
子
供
の
就
学

の
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
上
に
、
就
労
の
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
売
春
で
小
銭
を
稼
ぎ
、
望

ま
ぬ
妊
娠
・
出
産
を
繰
り
返
し
て
は
未
来
に
希

望
も
持
て
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

長
期
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
支
え
る
に

は
、
食
料
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
や

収
入
に
繋
が
る
ス
キ
ル
と
素
材
を
与
え
る
援
助

が
も
っ
と
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
望
ま
れ
る
の

は
、ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
試
み
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
外
部
へ
の
製
品
販
売
と
そ
れ
に
よ
る
自

活
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
新
し
い
試
み

の
一
つ
と
し
て
、ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
併
設

さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
住
人
が
作
っ
た
ペ
ー
パ
ー

ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
、
伝
統
的
な
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
木
彫
り
の
人
形
な
ど
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
視
察
団
な
ど
キ
ャ
ン

プ
を
訪
れ
た
外
部
の
者
で
、
売
り
上
げ
は
製
作

者
に
入
る
仕
組
み
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
で
も
労

働
と
賃
金
を
得
る
こ
と
で
、キ
ャ
ン
プ
内
で
の

生
活
改
善
を
図
れ
る
よ
う
に
促
す
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

参考資料
［1］The UN Refugee Agency
［2］ARC Rwanda ウェブサイト
［3］News of Rwanda
［4］ルワンダ外務大臣とのインタビュー　
　 （2012年8月22日　於キガリ）
［5］キジバ難民キャンプ訪問時のインタビュー
　 （2012年8月19日）

子
供
の
教
育
と
環
境

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
深
刻
な
悩
み
の
一

つ
は
子
供
の
処
遇
で
あ
る
。
子
供
の
数
が
多
い

事
が
キ
ジ
バ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
特
徴
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
五
歳
〜
十
五
歳
人
口
が
成
人
人
口

を
上
回
っ
て
い
る
。
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
た
小

学
校
・
中
学
校
に
は
各
々
約
四
〇
〇
〇
人
と
約

二
〇
〇
〇
人
の
子
供
が
通
っ
て
い
る
。
授
業

は
ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
、ル
ワ
ン
ダ
人
の
教
員
が

キ
ャ
ン
プ
外
か
ら
通
っ
て
く
る
が
、
教
え
ら
れ

る
者
が
居
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
内
か
ら
雇
用
さ
れ
る

事
も
あ
る
。
一
見
す
る
と
教
育
環
境
が
整
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
住
人
の
話
に
よ

る
と
中
学
校
の
場
合
、
三
学
年
で
各
学
年
二
〜

三
ク
ラ
ス
設
置
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
小
さ
な

学
校
設
備
で
在
校
生
が
毎
日
授
業
を
受
け
る
こ

と
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
加
え
て
、
文
具
等
が

不
足
し
て
い
た
。
ノ
ー
ト
や
筆
記
用
具
を
持
っ

て
い
る
子
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

宿
題
も
課
さ
れ
な
い
た
め
、
長
い
放
課
後
が
子

供
達
に
残
さ
れ
る
。

7・8・9. キジバ難民キャンプ

Ⓒ Kei Mashima

Ⓒ Kei Mashima7
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10. キジバ難民キャンプ
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好ましからざる国際化

象
で
は
な
い
。）

　

本
年
（
2
0
1
3
年
）
5
月
の
あ
る
日
、

筆
者
の
自
宅
か
ら
勤
務
先
で
あ
る
亜
細
亜
大
学

ま
で
の
通
勤
路
の
道
端
に
咲
く
野
草
を
見
て
歩

き
、
特
に
目
に
つ
い
た
も
の
（
あ
る
程
度
の
背

丈
の
あ
る
も
の
な
ど
）を
写
真
に
お
さ
め
た（
写

真
1
〜
写
真
5
）。
1
：
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、2
：

ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
、
3
：
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
4
：

た
と
考
え
ら
れ
、
竹
生
島
の
松
が
鵜
の
糞
ま
み

れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

外
来
種
の
問
題
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
に
限
ら
な

い
。
例
え
ば
、
一
昨
年
（
2
0
1
1
年
）
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
（
こ
ち
ら
は
自

然
遺
産
！
）
で
は
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
と
い
う

外
来
種
の
ト
カ
ゲ
類
が
在
来
生
物
を
捕
食
し
、

固
有
種
の
存
続
を
脅
か
す
ま
で
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
駆
除
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
い
る
。
多

摩
川
は
、
今
や
、
ピ
ラ
ニ
ア
な
ど
の
ア
マ
ゾ
ン

川
の
魚
や
世
界
各
地
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
外
来
生

物
が
棲
息
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、「
タ
マ

ゾ
ン
」
川
な
ど
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

外
来
種
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
例
は
枚
挙
に
暇

が
な
く
、
読
者
の
居
住
地
に
も
ア
ラ
イ
グ
マ
や

イ
ン
コ
と
い
っ
た
外
来
生
物
が
出
没
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
外
来
生
物
は
動
物

の
み
に
非
ず
で
、
外
来
植
物
も
我
々
の
周
り
に

当
た
り
前
に
は
び
こ
っ
て
お
り
、
動
物
以
上
に

身
近
に
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。（
こ
こ
で
こ
と

わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
般
に

外
来
種
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
野
生

の
状
態
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
人
に
飼

わ
れ
た
り
栽
培
さ
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
は
対

1
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1.ナガミヒナゲシ
2. ムラサキツユクサ
3.オニノゲシ

　

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
何
故

富
士
山
が
未
だ
だ
っ
た
の
か
の
感
あ
り
で
も
あ

る
が
、
同
時
に
、
世
界
遺
産
と
な
っ
て
さ
ら
に

脚
光
を
浴
び
る
こ
と
で
入
山
者
が
増
え
、
負
荷

が
か
か
り
過
ぎ
る
の
で
は
、
と
の
危
惧
も
い
だ

く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
従
前
以
上
に
富

士
山
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
そ
し

て
、
そ
の
登
録
が
文
化
遺
産
で
あ
っ
て
、
自
然

遺
産
と
し
て
は
申
請
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
ら
れ
た
く
も
思
う
。
富
士
山
は

自
然
遺
産
と
し
て
慈
し
み
た
か
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
自
然
を
人
が
侵
し
、
汚
し
て
い
た

の
で
、
自
然
遺
産
で
の
登
録
申
請
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

世
界
遺
産
と
し
て
の
登
録
が
認
め
ら
れ
た
僅

か
５
日
後
、
そ
の
祝
賀
ム
ー
ド
を
ぶ
ち
壊
す
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。
富
士
五
湖
へ

の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）
の
放
流

継
続
に
対
す
る
山
梨
県
に
よ
る
実
質
的
認
可
で

あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
本
来
そ
こ
に
は
分
布

し
て
い
な
い
筈
の
外
来
種
で
あ
る
。
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
愛
好
者
ら
に
よ
っ
て
日
本
各

地
の
湖
沼
に
放
た
れ
、
陸
水
生
態
系
の
破
壊
者

と
し
て
大
な
る
害
が
指
摘
さ
れ
、
駆
除
の
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
旦
棲
息
す
る
に
至
っ
た

も
の
の
駆
除
な
ど
至
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

何
と
か
駆
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
対
象

を
、
新
た
に
放
流
す
る
な
ど
言
語
道
断
。
今
般

の
世
界
遺
産
認
定
の
「
富
士
山
」
に
は
富
士
五

湖
も
含
ま
れ
る
。
地
元
の
統
括
者
が
こ
の
程
度

で
あ
る
な
ら
、
自
然
遺
産
に
な
ら
な
か
っ
た
の

も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。「
海
外
で
は
、
外

来
種
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
で
文
化
の
成
熟
度

が
わ
か
る
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
世
界
遺
産
の
足

元
で
生
態
系
の
破
壊
を
容
認
す
る
県
に
、
富
士

山
の
魅
力
を
語
る
資
格
は
な
い
。」
と
新
聞
で

識
者
が
厳
し
く
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
が
、
全
く

に
し
て
同
感
で
あ
る
。

　

意
図
的
に
導
入
さ
れ
て
各
地
で
増
殖
し
て

い
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
害
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
自
然
の
状
態
で
分
布
し
て
い
な
い
種

（species

）
を
人
為
に
よ
っ
て
存
在
せ
し
め
る

こ
と
自
体
、
自
然
を
侵
す
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
種
は
、
往
々
に
し
て
元
々
そ
こ
に
い
た

別
の
種
の
存
在
、存
続
を
危
う
く
す
る
。ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
（
そ
れ
に
、
や
は
り
外
来
種
で
あ
る
ブ

ル
ー
ギ
ル
が
加
わ
っ
て
）
の
侵
入
は
大
い
に
他

の
生
物
に
影
響
を
与
え
、
侵
入
者
に
生
態
的
地

位
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
捕

食
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
棲
息
域
で
の

個
体
数
が
激
減
し
て
い
る
種
は
多
数
あ
り
、
そ

し
て
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
種
さ
え
あ
る
。
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
被
害
著
し
い
琵

琶
湖
で
は
、
魚
類
な
ど
在
来
の
水
生
生
物
の
減

少
が
由
々
し
き
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
カ
ワ
ウ
（
鵜
）
が
異
常
繁
殖
し
、
上
代
よ

り
歌
に
も
詠
ま
れ
て
き
て
い
る
景
勝
地
、
竹
生

島
の
松
が
そ
の
糞
で
枯
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
従
来
存
在
し
な
か
っ
た

餌
を
、
特
に
本
来
は
餌
不
足
で
あ
っ
た
筈
の
冬

に
、
鵜
が
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
大
量
繁
殖
を
も
た
ら
し
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そ
も
そ
も
今
日
、
日
本
の
都
会
の
野
草
の
８

割
は
外
来
種
だ
と
も
云
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る

の
で
、
上
段
で
述
べ
た
こ
と
は
驚
く
程
の
こ
と

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
我
々
が
当
た

り
前
に
日
本
の
植
物
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の

が
、
実
は
外
来
種
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。
史
前

帰
化
植
物
と
云
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
人
の

移
動
や
農
耕
の
伝
播
に
伴
っ
て
新
し
い
土
地
に

分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
日

本
で
も
春
秋
の
七
草
に
数
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
馴
染
み
深
い
植
物
に
も
そ
の
例
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
有
史
以
来
、
特
に
江
戸
時
代
末
期
以

降
に
か
な
り
の
外
来
種
が
我
が
国
の
野
生
植
物

相
に
加
わ
っ
て
い
る
。
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
は

春
、
日
本
中
至
る
所
の
道
端
で
碧
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
、
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
名
前
（
フ
グ

リ
っ
て
何
だ
ろ
う
？
）
と
共
に
親
し
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
明
治
時
代
に
入
り
込
ん
だ
外
来

種
で
あ
る
。
太
宰
治
を
し
て
「
富
士
に
は
月
見

草
が
よ
く
似
合
ふ
」
と
言
わ
し
め
た
植
物
（
正

確
に
は
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
で
は
な
く
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ

イ
グ
サ
の
類
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）は
、

や
は
り
明
治
期
に
本
邦
に
渡
っ
て
来
た
も
の
で

あ
る
。

　

生
物
は
移
動
す
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
新
し

く
海
中
か
ら
顔
を
出
し
た
島
に
も
や
が
て
陸
生

生
物
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
海
は
陸
生
生

物
の
移
動
の
障
害
と
な
る
が
、
生
物
に
よ
っ
て

は
自
身
の
飛
行
や
遊
泳
の
能
力
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
は
気
流
、
海
流
、
他
の
生
物
（
鳥
）
に
運

ば
れ
て
、
空
路
や
海
路
で
海
を
も
越
え
る
。
ま

し
て
や
陸
路
で
あ
れ
ば
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

移
動
の
結
果
も
あ
っ
て
世
界
の
生
物
相
が
成
立

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
自
然
の
状
態
で
は
あ
り

得
な
い
移
動
が
人
為
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
前
世
紀
後
半
以
降
そ
の
傾
向
著
し

く
、
所
謂
「
外
来
種
問
題
」
が
看
過
さ
れ
る
べ

き
で
な
い
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
為
政
者
や
国
民
に
必
ず
し
も
そ
の
深
刻
さ

が
理
解
さ
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
人
々
、
特
に
政

治
家
の
経
済
優
先
志
向
、
少
な
か
ら
ぬ
国
民
の

無
関
心
の
前
に
、
自
然
保
護
に
取
り
組
む
、
心

あ
る
人
々
が
空
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
る
。
社
会
全
体
の
、
そ
し
て
少
な
く
と

も
政
策
決
定
に
与
る
者
の
、
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

が
向
上
す
れ
ば
（
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
ほ

ど
の
レ
ベ
ル
は
求
め
な
い
ま
で
も
）、
か
な
り

改
善
が
望
め
る
問
題
だ
が
…
。

　

動
物
の
外
来
種
は
在
来
種
の
捕
食
と
い
う
害

（
こ
れ
が
害
の
全
て
で
は
な
い
が
）
が
あ
っ
て
、

そ
の
問
題
た
る
が
解
り
易
い
が
、
植
物
の
場
合

は
何
が
問
題
か
。
既
述
の
と
お
り
、
自
然
の
状

態
で
は
分
布
し
て
い
な
い
筈
の
生
物
を
人
為
に

よ
っ
て
存
在
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
自
然

を
侵
す
こ
と
で
あ
り
、
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て

種
に
よ
っ
て
は
在
来
種
の
生
態
的
地
位
を
奪

い
、
駆
逐
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
植
物
相

に
不
自
然
に
新
顔
が
加
わ
る
だ
け
で
な
く
、
旧

来
の
構
成
員
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
人

為
に
よ
る
自
然
の
改
変
、
破
壊
と
な
る
。

　

た
だ
、
人
類
は
自
然
を
改
変
、
破
壊
し
て
文

明
を
築
い
て
き
た
の
で
あ
り
、
我
々
の
「
衣
食

住
」
の
、特
に
「
食
」
を
支
え
る
農
（
牧
）
業
は
、

植
物
（
動
物
）
を
元
の
分
布
域
か
ら
他
の
土
地

に
移
動
さ
せ
て
栽
培
（
飼
育
）
し
て
成
立
し
て

い
る
。
コ
ム
ギ
、
イ
ネ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
基
幹
穀
物
に
限
ら
ず
、
幾
多
の
生
物
が
野
生

種
の
原
産
地
に
留
ま
る
こ
と
な
く
世
界
の
至
る

所
で
栽
培
（
飼
育
）
さ
れ
、
世
界
中
の
人
々
の

大
事
な
食
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
甚
だ
人

類
の
勝
手
な
が
ら
、「
食
」
に
加
え
て
鑑
賞
な

ど
の
他
の
目
的
の
場
合
も
含
め
て
、
栽
培
（
飼

育
）の
た
め
の
生
物
の
移
動
は
よ
し
と
し
よ
う
。

そ
れ
ら
が
人
に
管
理
さ
れ
て
い
る
限
り
は
。
し

か
し
、
移
動
先
で
野
生
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
話
が
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
に
自
然
を
守
る

心
が
あ
れ
ば
避
け
ら
れ
る
自
然
の
改
変
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
自
然
を
改
変
し
て
文
明
が
成
り

立
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
改
変
せ
ず
に
済

む
自
然
ま
で
壊
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

外
来
種
が
野
生
の
状
態
で
存
在
す
る
に
至

る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ

る
。（
1
）
外
来
種
を
意
図
的
に
自
然
界
に
放

つ
場
合
、（
2
）
栽
培
や
飼
育
の
た
め
に
持
ち

込
ま
れ
た
外
来
種
が
人
間
の
管
理
の
及
ば
な
い

状
態
に
な
り
（
逸
出
と
云
う
）
野
生
化
す
る
場

合
、（
3
）
何
か
に
交
じ
っ
て
移
動
し
、
移
動

先
で
野
生
の
状
態
で
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
る
場

合
、
の
三
つ
で
あ
る
。
本
稿
に
登
場
し
た
も
の

で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
（
1
）、
セ
イ
ヨ
ウ

タ
ン
ポ
ポ
は
（
2
）、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
は10. クズ

ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ

で
あ
り
、
全
て

外
来
種
で
あ
る
。

そ
し
て
5
は「
タ

ン
ポ
ポ
」
で
あ

る
が
、
正
確
に

は
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
で
、
名

前
が
示
す
と
お

り
、
こ
れ
も
外
来
種
で
あ
る
。（
因
み
に
写
真

6
は
他
所
で
撮
影
し
た
、
在
来
種
の
カ
ン
ト
ウ

タ
ン
ポ
ポ
。）
意
図
し
て
外
来
種
を
求
め
て
歩
い

た
わ
け
で
は
な
く
て
も
、
咲
い
て
い
た
の
は
外

来
種
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
通
勤
コ
ー
ス
を
少
々

外
れ
る
所
に
ま
で
足
を
伸
ば
す
と
、
や
は
り
外

来
種
の
シ
ョ
カ
ツ
サ
イ
（
写
真
7
。
ム
ラ
サ
キ

ハ
ナ
ナ
な
ど
の
別
名
あ
り
）、
イ
モ
カ
タ
バ
ミ

（
写
真
8
）
が
咲
き
誇
り
、
や
や
控
え
め
に
ア
メ

リ
カ
フ
ウ
ロ
（
写
真
9
）
も
花
を
つ
け
て
い
た
。

こ
と
ほ
ど
左
様
に
外
来
種
が
野
草
界
に
君
臨
し

て
い
る
の
で
あ
る
。（
外
来
種
の
他
に
、移
入
種
、

侵
入
種
、
さ
ら
に
植
物
の
場
合
は
帰
化
種
と
云

う
こ
と
が
あ
る
が
、
何
れ
も
種
の
部
分
に
生
物

な
ど
を
置
い
て
も
用
い
ら
れ
る
。）

5. セイヨウタンポポ 6. カントウタンポポ
8. イモカタバミ 9.アメリカフウロ

9

8

10

6

5
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果
は
28
対
17
で
外
来
種
の
勝
ち
。
カ
ン
ト
ウ
タ

ン
ポ
ポ
が
見
ら
れ
た
17
か
所
は
何
れ
も
「
山
の

中
」
で
、
人
家
の
近
く
や
畑
の
あ
る
所
は
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
環
境
省
の
要
注
意
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
写
真
13
は
秋
に
亜
細
亜
大
学
近
く
の

空
き
地
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
目
立
つ
植

物
は
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
以
外
は
殆
ど
外
来
種
で
あ

る
。
後
部
に
広
が
る
黄
色
の
植
物
群
は
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
そ
の
前
の
葡
萄
状
の
実
の

下
が
る
の
は
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
真
ん
中

右
あ
た
り
に
白
い
花
が
並
ん
で
い
る
の
が
ヒ
メ

ジ
ョ
オ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
、
左
手
前
で
は
季

節
外
れ
の
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
が
咲
い
て
お

り
、
外
来
種
に
席
巻
さ
れ
て
い
る
の
感
あ
り
。

（
3
）
の
例
と
な
る
が
、
何
れ
劣
ら
ず
厄
介
者

で
あ
る
。

　

外
来
種
は
世
界
的
な
問
題
で
あ
り
、
日
本
か

ら
他
国
に
渡
っ
た
生
物
が
野
生
化
し
て
迷
惑
が

ら
れ
て
も
い
る
。
ク
ズ
は
そ
の
繁
殖
力
の
強
さ

は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
が
（
写
真
10
は
亜
細

亜
大
学
近
く
の
玉
川
上
水
端
に
繁
茂
す
る
様
）、

そ
の
根
が
葛
根
湯
と
い
う
薬
と
な
り
、
ま
た
葛

餅
や
葛
き
り
の
原
料
に
も
な
っ
て
、
古
来
わ
が

国
で
は
特
に
嫌
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
植
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ズ
は
日
本
か

ら
米
国
に
持
ち
込
ま
れ
、
大
繁
殖
し
悪
者
に

な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
他
に
も
例
は
数
多
挙
げ

ら
れ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
海
で
は
日

本
起
源
の
ワ
カ
メ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

外
来
種
の
問
題
は
必
ず
し
も
生
物
が
国
境
を

越
え
て
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
然
の
状
態

で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
人
為
に
よ
る
生
物
の

移
動
が
国
内
で
起
こ
っ
て
も
問
題
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
に
し
て
移
動
し
た
生
物
も
ま
た
外
来
種

（
国
内
由
来
の
外
来
種
）
で
あ
る
。
ま
た
、
同

じ
種
で
あ
っ
て
も
異
な
っ
た
分
布
域
の
も
の
は

異
な
っ
た
遺
伝
的
特
性
を
有
す
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
交
雑
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
人

為
に
よ
る
移
動
は
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

だ
が
、
現
実
に
は
大
い
に
起
こ
っ
て
い
る
。
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
例
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
交
雑
は
遺
伝
子
汚
染
を
引
き
起
こ

し
て
お
り
、
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

人
や
社
会
の
国
際
的
な
、
も
し
く
は
地
域
間

の
交
流
は
け
っ
こ
う
だ
が
、
野
生
生
物
に
あ
っ

て
は
願
い
下
げ
で
あ
る
。
好
ま
し
か
ら
ざ
る
国

際
化
と
言
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
国
内
で
の
野

生
生
物
の
不
自
然
な
交
流
も
困
る
。
世
界
中
で

こ
の
よ
う
な
由
々
し
き
事
態
が
進
行
し
て
い
る

の
が
現
実
で
あ
る
が
、
た
だ
手
を
こ
ま
ぬ
い
て

い
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
上
事
態
を
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
人
智
が
尽
く
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
我
が
国
で
は
「
特
定
外
来
生
物
法
」
が

2
0
0
6
年
か
ら
施
行
さ
れ
、
同
法
対
象
の

外
国
産
生
物
の
持
ち
込
み
を
規
制
し
て
い
る

が
、
け
っ
し
て
十
分
で
は
な
い
。
冒
頭
紹
介
し

た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
そ
の
対
象
と
な
る
が
、
そ

の
放
流
を
県
が
認
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
ま

か
り
通
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
新
た
に
外
来
種
を
持
ち
込
み
、
野
生
化
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
。
外
来

種
と
て
可
憐
に
咲
く
野
辺
の
花
に
罪
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
導
入
す
る
人
間
に
は
罪
あ
り

で
あ
る
。

　

最
後
に
「
タ
ン
ポ
ポ
」
に
つ
い
て
。
今
日
、

日
本
の
随
所
で
当
た
り
前
に
見
ら
れ
る
の
は

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
（
写
真
5
、
写
真
11
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
は
在
来
種
の
「
タ

ン
ポ
ポ
」
も
か
つ
て
広
く
分
布
し
、
東
京
に

あ
っ
て
は
そ
れ
は
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
（
写

真
6
、
写
真
12
）
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
ウ
タ

ン
ポ
ポ
も
今
日
、
種
と
し
て
は
健
在
で
あ
る

が
、
市
街
地
で
見
ら
れ
る
の
は
殆
ど
が
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
、
一
見

し
て
区
別
は
つ
き
に
く
い
が
（
写
真
5
、
写

真
6
を
ご
覧
あ
れ
）、
花
の
基
部
の
総
苞
片
と

云
わ
れ
る
部
分
に
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

写
真
11
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
花
の
基
部

に
緑
色
の
片
が
「
さ
さ
く
れ
」
が
め
く
れ
た

よ
う
に
反
り
返
っ
て
い
る
の
が
お
判
り
と
思

う
が
、
写
真
12
の
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
は

「
さ
さ
く
れ
」
は
め
く
れ
て
い
な
い
。（
亜
細

亜
大
学
か
ら
2
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
の
と
こ
ろ

に
、
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
こ
の
在
来
種
の

自
生
地
が
あ
り
、
本
稿
所
載
の
写
真
は
そ
こ

で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
実
際

の
と
こ
ろ
在
来
種
と
の
雑
種
で
あ
る
場
合
が

殆
ど
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。）　

  

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
そ
の
旺
盛
な
繁
殖

力
で
近
縁
在
来
種
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
と
云

わ
れ
る
が
、
そ
の
繁
殖
力
の
強
さ
は
単
為
生
殖

を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
株
の
一
部
か
ら

も
増
え
る
。
筆
者
は
国
内
の
行
く
先
々
で
「
タ

ン
ポ
ポ
」
を
見
か
け
る
度
に
、
在
来
種
か
外
来

種
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
が
、
市
街
地
に

見
ら
れ
る
も
の
は
圧
倒
的
に
外
来
種
で
あ
る
。

本
年
（
２
０
１
３
年
）
4
月
、
神
奈
川
県
内
の

所
謂
里
山
地
域
を
同
好
の
仲
間
と
植
物
観
察
し

な
が
ら
歩
き
、
例
に
よ
っ
て
「
タ
ン
ポ
ポ
」
を

見
か
け
る
と
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
結
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上
野
の
西
郷
ど
ん
は
、
東
京
を
代
表
す
る

銅
像
で
あ
る
（
写
真
1
）。
こ
の
銅
像
は
日
本

の
中
で
も
比
較
的
古
く
、
一
八
九
八
（
明
治

三
一
）
年
に
完
成
し
た
。
西
郷
隆
盛
は
西
南
戦

争
で
国
賊
と
な
っ
た
も
の
の
、
国
民
か
ら
の

人
気
が
高
か
っ
た
た
め
、
一
八
八
九
（
明
治

二
二
）
年
の
帝
国
憲
法
発
布
に
際
し
て
名
誉
が

回
復
さ
れ
、
同
時
に
銅
像
建
立
計
画
が
立
ち
上

が
っ
た
。
楠
木
正
成
像
と
同
様
に
、
制
作
の
中

心
と
な
っ
た
の
は
当
代
一
の
彫
刻
家
、
高
村
光

雲
で
あ
り
、
犬
の
ツ
ン
は
後
藤
貞
行
が
制
作
し

た
。

　

犬
を
連
れ
て
着
物
一
枚
を
羽
織
っ
た
ラ
フ
な

西
郷
隆
盛
像
は
、
銅
像
と
し
て
は
か
な
り
珍
し

い
。
銅
像
は
た
い
て
い
、
偉
人
や
英
雄
を
称
え

る
た
め
に
作
ら
れ
る
た
め
、「
偉
そ
う
な
」
風

貌
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
ネ
ル

ソ
ン
記
念
柱
は
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海
戦
に

勝
利
し
た
ネ
ル
ソ
ン
を
称
え
る
も
の
で
あ
り

（
写
真
2
）、
ベ
ル
リ
ン
の
ビ
ス
マ
ル
ク
像
は
ド

イ
ツ
統
一
に
貢
献
し
た
ビ
ス
マ
ル
ク
を
顕
彰
す

る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
統

一
後
の
最
初
の
国
王
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ

オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
像
は
巨
大
な
騎
馬

像
の
形
で
ロ
ー
マ
を
見
渡
す
よ
う
に
建
て
ら
れ

た
（
写
真
3
）。
近
代
国
家
の
幕
開
け
と
と
も

に
首
都
に
は
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
銅
像

が
出
現
し
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
二
〇

世
紀
初
頭
の
東
京
は
銅
像
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、

1. 西郷隆盛像
上野公園

2. ネルソン記念柱　ロンドン

3. ヴィットーリオ・エマヌエーレ二世像　ローマ
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各
新
聞
に
は
、
も
う
首
都
に
銅
像
は
い
ら
な
い

と
い
う
意
見
ま
で
出
さ
れ
た
。

　

狭
い
意
味
で
の
銅
像
は
ブ
ロ
ン
ズ
の
像
を
指

す
が
、
広
い
意
味
で
は
屋
内
外
の
公
共
の
場
に

建
て
ら
れ
た
記
念
碑
全
般
を
指
す
。
ブ
ロ
ン
ズ

製
で
は
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
大
理
石
の
像

も
も
っ
ぱ
ら
銅
像
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
こ
う
し

た
意
味
で
の
銅
像
の

中
に
は
明
治
以
前
か

ら
道
端
に
作
ら
れ
て

き
た
地
蔵
や
道
祖
神

（
写
真
4
）
は
含
ま

れ
ず
、
ま
た
、
鎌
倉

の
大
仏
も
含
ま
れ
な

い
。
銅
像
は
、
主
と

し
て
実
在
し
た
人
物

あ
る
い
は
実
在
し
た

と
さ
れ
る
人
物
を
記

念
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
は
そ
の
習
慣
は

明
治
時
代
に
始
ま
っ
た
。

　

最
初
に
日
本
に
登
場
し
た
銅
像
は
、
金
沢
兼

六
園
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
像
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
、
西
南
戦

争
（
一
八
七
七
）
に
お
い
て
犠
牲
に
な
っ
た
石

川
県
人
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、「
明
治
紀
念
之

標
」
と
し
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
像
が
建
立
さ
れ

た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本

書
紀
』
に
描
か
れ
て
い
る
半
ば
神
話
上
の
人
物

で
あ
り
、
様
式
も
従
来
の
仏
像
を
模
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
西
洋
式
の
銅
像
は
、一
八
九
三（
明

治
二
六
）
年
、
靖
国
神
社
に
建
て
ら
れ
た
大
村

益
次
郎
像
に
お
い
て
初
め
て
日
本
に
本
格
的
に

導
入
さ
れ
た
。

　

靖
国
神
社
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
戦
争
で
死

亡
し
た
人
々
を
祀
る
東
京
招
魂
社
と
し
て
建
て

ら
れ
た
。
東
京
招
魂
社
に
先
立
っ
て
各
地
で
死

者
を
祀
る
た
め
に
京
都
な
ど
に
招
魂
社
が
作
ら

れ
た
。
一
八
七
九
年
、
靖
国
神
社
と
改
称
さ
れ

東
京
招
魂
社
で
、
臨
時
大
祭
が
実
施
さ
れ
、
西

南
戦
争
の
死
者
が
祀
ら
れ
た
。
一
八
八
二
（
明

治
一
五
）
年
、
遊
就
館
が
開
館
し
、
翌
年
、
参

道
に
日
本
陸
軍
の
父
と
呼
ば
れ
る
大
村
益
次
郎

像
が
建
て
ら
れ
た
（
写
真
5
）。

　

大
村
益
次
郎
像
は
彫
刻
家
の
大
熊
氏
廣
が
制

作
し
た
。
大
熊
は
工
部
美
術
学
校
彫
刻
科
を
卒

業
し
た
後
、
大
村
像
の
制
作
を
宮
内
省
か
ら
依

頼
さ
れ
、
ロ
ー
マ
と
パ
リ
に
渡
っ
て
彫
刻
を
学

ん
だ
。
帰
国
後
、
大
村
像
の
制
作
に
取
り
掛

か
っ
た
が
、
本
人
の
写
真
や
肖
像
画
が
な
か
っ

た
た
め
、
大
熊
は
大
村
夫
人
や
大
村
の
妹
を

訪
ね
、
容
貌
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
た
。

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
、
大
村
の
石
膏
像

が
完
成
し
、小
石
川
砲
兵
工
廠
で
鋳
造
さ
れ
た
。

　

大
村
像
は
、
花
崗
岩
の
土
台
に
三
条
実
美
の

碑
文
を
刻
ん
だ
台
座
を
重
ね
た
上
に
置
か
れ

た
。
大
村
は
片
手
に
双
眼
鏡
を
持
つ
姿
で
描
か

れ
、そ
の
視
線
は
上
野
の
方
向
を
向
い
て
い
る
。

上
野
は
、
江
戸
城
無
血
開
城
後
、
彰
義
隊
と
名

乗
っ
た
幕
府
軍
が
、
大
村
益
次
郎
と
西
郷
隆
盛

が
率
い
る
新
政
府
軍
に
抵
抗
し
た
場
所
で
あ

る
。
新
政
府
軍
は
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年

五
月
一
五
日
、
一
斉
攻
撃
を
開
始
し
、
一
日
で

彰
義
隊
を
倒
し
た
。
大
熊
は
、
こ
の
と
き
の
大

村
の
姿
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
村
像
と
同
じ
頃
に
東
京
に
建
て
ら
れ
た

の
が
楠
木
正
成
像
で
あ
る
（
写
真
6
）。
楠
木

正
成
は
一
三
三
一
年
、
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕

計
画
に
参
加
し
、
河
内
赤
坂
城
で
挙
兵
し
た
。

一
三
三
三
年
、
正
成
が
幕
府
軍
を
破
る
と
、
足

利
尊
氏
は
京
都
の
幕
府
軍
を
倒
し
、
新
田
義
貞

は
鎌
倉
の
北
条
高
時
を
討
ち
取
っ
た
。
こ
う
し

て
一
四
〇
年
続
い
た
鎌
倉
幕
府
は
消
滅
し
、
後

醍
醐
天
皇
は
建
武
新
政
を
は
じ
め
た
。
ま
も
な

く
し
て
尊
氏
が
反
旗
を
翻
す
と
、一
三
三
六
年
、

後
醍
醐
天
皇
は
吉
野
へ
逃
れ
朝
廷
を
開
い
た

（
南
北
朝
時
代
〜
一
三
九
二
年
）。
正
成
と
義
貞

は
尊
氏
討
伐
に
向
か
う
が
、
正
成
は
兵
庫
の
湊

川
で
破
れ
て
自
害
し
、
義
貞
は
福
井
で
戦
死
し

た
。

　　

明
治
に
な
る
と
南
朝
が
正
統
と
認
定
さ
れ
、

後
醍
醐
天
皇
に
尽
く
し
た
楠
木
正
成
は
模
範
的

な
「
忠
臣
」
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
治

政
府
は
皇
居
外
苑
に
設
置
す
る
銅
像
と
し
て
楠

木
正
成
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
。
正
成
像
の

原
型
は
彫
刻
家
の
高
村
光
雲
が
制
作
し
、
馬
は

後
藤
貞
行
と
新
海
竹
太
郎
が
制
作
し
た
。
銅
は

4. 道祖神　信濃本町駅

5. 大村益次郎像　靖国神社6. 楠木正成像　皇居外苑

銅 像  よ も や ま 話 1
首 都 の 銅 像



323333 32

愛
媛
県
に
銅
山
を
保
有
し
て
い
た
住
友
財
閥
の

当
主
、
吉
左
衛
門
が
献
上
し
た
。
楠
木
正
成
像

は
、
す
ぐ
に
東
京
の
名
所
の
一
つ
と
な
っ
た
。

な
お
、
楠
木
正
成
と
共
に
戦
っ
た
新
田
義
貞
の

像
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
で
、
場

所
は
鎌
倉
街
道
の
分
倍
河
原
古
戦
場
近
く
の
分

倍
河
原
駅
前
で
あ
る
（
写
真
7
）。

　

皇
居
周
辺
と
上
野
公
園
は
東
京
の
中
で
も
特

に
銅
像
が
密
集
す
る
地
域
で
あ
る
。
楠
木
正
成

像
と
大
村
益
次
郎
像
以
外
で
は
、
北
白
川
宮
能

久
像
、大
村
巌
像
、和
気
清
麻
呂
像
（
写
真
8
）、

品
川
弥
二
郎
像
、
太
田
道
灌
像
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
上
野
公
園
に
は
野
口
英
世
像
、
ジ
ェ
ン

ナ
ー
像
、滝
廉
太
郎
像
、小
松
宮
彰
仁
像
、ボ
ー

ド
ワ
ン
像
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。

　

和
気
清
麻
呂
は
、
楠
木
正
成
と
同
様
に
「
忠

臣
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
末
期
、
和

気
清
麻
呂
は
、
称
徳
天
皇
に
取
り
入
り
自
ら
皇

位
に
就
こ
う
と
し
た
僧
侶
の
弓
削
道
鏡
の
企
み

を
阻
止
し
た
。
こ
の
業
績
は
、
尊
皇
攘
夷
が
高

ま
る
幕
末
に
再
評
価
さ
れ
、
明
治
期
に
は
京
都

の
護
王
神
社
に
祀
ら
れ
た
。
銅
像
は
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
の
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
た
。
品
川
弥
次
郎
と
大
村
巌
は
幕

末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
皇

居
周
辺
に
は
明

治
国
家
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ

う
な
人
物
の
像

が
集
中
し
た
。

　

一
方
、
上
野

公
園
に
は
野
口

英
世
、
滝
廉
太

郎
、ジ
ェ
ン
ナ
ー

な
ど
の
知
識
人
の
像
が
多
く
見
ら
れ
る
。
上
野

は
、
江
戸
時
代
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
し
て
繁

栄
し
た
寛
永
寺
の
土
地
で
あ
っ
た
。
上
野
戦
争

で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
上
野
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

軍
医
ボ
ー
ド
ワ
ン
の
提
案
で
日
本
初
の
公
園
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
上
野
公
園
で
は
、
内
国

勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
後
、
東
京
国
立

博
物
館
や
国
立
科
学
博
物
館
、
上
野
動
物
園

な
ど
、
大
規
模
な
教
育
施
設
が
建
て
ら
れ
た
。

種
痘
の
発
明
者
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
像
は
、

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
、
種
痘
の
発
明
百

年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
野
口
英

世
像
は
、故
郷
の
福
島
県
出
身
者
ら
の
提
案
で
、

一
九
五
一
（
昭
和
四
七
）
年
に
国
立
科
学
博
物

館
前
に
建
て
ら
れ
た
。

7. 新田義貞像　分倍河原駅前

9. 有栖川宮熾仁像　有栖川記念公園

8. 和気清麻呂像　気象庁前

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
東
京
に
は
多
く
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
た
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
『
偉
人
の
俤
』

と
い
う
銅
像
写
真
集
が
出
版
さ
れ
、
日
本
国
内

の
六
百
ほ
ど
の
銅
像
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

数
多
く
の
銅
像
の
中
で
も
、
西
郷
隆
盛
や
楠
木

正
成
な
ど
の
「
ア
イ
ド
ル
級
」
の
銅
像
は
ご
く

わ
ず
か
で
あ
り
、
最
も
数
が
多
い
の
は
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
実
業
家
と
地
方
功
労
者
で

あ
り
、
全
体
の
三
割
ほ
ど
を
占
め
た
。

　

現
在
、
銅
像
で
あ
ふ
れ
る
首
都
の
景
観
を
目

に
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、一
九
四
一（
昭

和
一
六
）
年
に
発
布
さ
れ
た
金
属
類
回
収
令
に

よ
っ
て
多
く
の
銅
像
が
供
出
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
こ
の
と
き
に
供
出
の
対
象
外
と
な
っ
た
の

が
、
西
郷
隆
盛
や
軍
神
と
称
え
ら
れ
た
広
瀬
武

夫
な
ど
の
「
ア
イ
ド
ル
級
」
の
銅
像
と
、
小
松

宮
彰
仁
像
や
有
栖
川
宮
熾
仁
像
、
有
栖
川
宮
威

仁
像
、
北
白
川
宮
能
久
像
な
ど
の
皇
族
の
銅
像

で
あ
た
っ
た
。
た
だ
し
、
戦
時
供
出
を
免
れ
た

皇
族
の
銅
像
は
戦
後
、
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
有
栖
川
宮
熾
仁
像
は
、
一
九
〇
三

（
明
治
三
六
）
年
千
代
田
区
の
旧
陸
軍
参
謀
本

銅 像  よ も や ま 話 1
首 都 の 銅 像
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あ
る
企
業
の
人
事
部
長
に
よ
れ
ば
、
企
業

が
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
は
、「
徹
底
的

に
考
え
る
力
、見
え
な
い
課
題
を
解
決
す
る
力
、

解
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
利
害
関
係
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
解
を
見
出
せ
る

力
、
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
あ

る
。「
国
際
問
題
に
、
た
っ
た
一
つ
の
答
え
し

か
な
い
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
」（
だ
か
ら
「
真

実
は
い
つ
も
一
つ
」
と
い
う
コ
ナ
ン
く
ん
の
口

癖
は
不
正
確
！
）、「
利
害
の
異
な
る
紛
争
当
事

者
の
間
で
、
お
互
い
に
納
得
が
い
く
解
決
が
可

能
と
な
る
『
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
』
こ
と
を
身
に

付
け
る
べ
き
」
と
常
に
学
生
に
言
っ
て
き
た
筆

者
は
、
同
部
長
の
意
見
に
大
い
に
意
を
強
く
し

た
。徹

徹
底
的
に
考
え
、
解
が
な
い
と
こ
ろ
か

ら
解
を
見
出
す
練
習
が
で
き
る
の
は
、

ゼ
ミ
の
時
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
筆
者
は
、
ゼ
ミ

の
授
業
で
は
自
分
が
話
す
こ
と
は
極
力
避
け
、

最
後
の
10
分
間
だ
け
コ
メ
ン
ト
す
る
時
間
を
も

ら
う
が
、
そ
れ
以
外
は
学
生
が
自
由
に
発
表

し
、
質
問
し
、
議
論
す
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い

る
（
80
分
間
黙
っ
て
学
生
の
議
論
を
聞
く
と
い

う
こ
と
は
、
教
師
に
と
っ
て
は
、
実
は
大
変
な

修
行
で
も
あ
る
）。

も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
学
生
が
議
論
で
き

る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
な
り
の
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

工夫
1 

学
生
を
解
き
放
つ

　
専
門
ゼ
ミ
（
3
年
生
）
の
初
回
授
業
で
は
、

問
題
を
与
え
、
班
ご
と
に
答
え
を
導
き
出
さ

せ
る
。
た
と
え
ば
、「
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
I
S
S
）『
き
ぼ
う
』
の
中
で
、
日
本
人

宇
宙
飛
行
士
若
田
さ
ん
が
殺
害
さ
れ
た
と
仮
定

し
ま
す
（
若
田
さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
）。
さ

て
、
こ
の
殺
人
事
件
に
つ
い
て
犯
人
を
捕
ま
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど
の
国
で
し
ょ
う

か
？
根
拠
を
示
し
て
答
え
な
さ
い
」。
国
際
法

の
教
科
書
、
国
際
条
約
集
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
繋
が
る
P
C
な
ど
は
用
意
す
る
が
、
そ
れ

で
足
り
な
い
場
合
に
は
、
図
書
館
で
も
ど
こ
へ

で
も
行
っ
て
調
べ
て
来
い
と
、
学
生
を
解
き
放

つ
。
約
1
時
間
後
に
再
集
合
し
た
学
生
は
、
宇

宙
法
、宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）、

国
際
宇
宙
基
地
協
定
、「
き
ぼ
う
」
の
管
理
権
、

刑
事
管
轄
権
な
ど
な
ど
、
議
論
を
通
じ
て
か
な

秋月ゼミ
「解がないところから解を見出す努力」

秋月弘子

35

部
前
に
建
立
さ
れ
た
が
、
道
路
拡
張
の
た
め

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
、
港
区
の
有
栖
川

宮
記
念
公
園
へ
移
設
さ
れ
た
（
写
真
9
）。
こ

の
銅
像
も
大
熊
氏
廣
が
制
作
し
た
も
の
で
、
当

時
の
日
本
の
騎
馬
像
と
し
て
は
最
高
傑
作
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弟
の
有
栖
川
宮

威
仁
の
像
は
、
も
と
も
と
築
地
の
海
軍
大
学
校

の
前
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）

年
、
福
島
県
の
猪
苗
代
湖
近
く
の
天
鏡
閣
に
移

設
さ
れ
た
（
写
真
10
）。
こ
の
銅
像
は
当
時
を

代
表
す
る
建
築
家
で
あ
る
伊
東
忠
太
が
制
作
に

あ
た
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ネ
ル
ソ
ン
記
念
柱
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
い
う
。

　

銅
像
の
移
動
も
ま
た
首
都
の
歴
史
の
一
部
を

物
語
っ
て
い
る
。
万
世
橋
前
の
広
瀬
武
夫
像
の

よ
う
に
、
戦
後
の
都
市
計
画
の
中
で
あ
っ
け
な

く
撤
去
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
移
設
し
て
新

し
い
名
所
を
作
る
銅
像
も
あ
る
。
撤
去
さ
れ
る

か
移
設
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
人
物
の
同
時
代
的

な
評
価
に
左
右
さ
れ
る
。
か
つ
て
英
雄
あ
る
い

は
軍
神
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
時
代

の
要
請
に
合
わ
な
け
れ
ば
撤
去
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
建
て
ら
れ
た
当
時
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
上
野
の
顔
で
あ
り
続
け
る
西
郷
隆
盛

像
は
、
首
都
・
東
京
の
激
動
の
歴
史
を
物
語
る

存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
激
動
の
歴
史
を
静
か

に
眺
め
続
け
る
存
在
で
も
あ
る
。

　

西
郷
ど
ん
が
、
つ
ん
つ
る
て
ん
の
着
物
で
は

な
く
立
派
な
軍
服
を
着
て
、
馬
に
跨
っ
て
い
た

姿
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
人
々
に
愛
さ

れ
る
銅
像
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。　

10. 有栖川宮威仁像　天鏡閣

ゼミナール紹介
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工夫
4 

楽
し
く
学
ば
せ
る

　
勉
強
は
教
室
の
中
だ
け
で
行
わ
れ
る
の
で
は

な
い
。
学
外
に
飛
び
出
し
て
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
ほ
う
が
楽
し
い
し
、
鮮
明
に
記
憶
に

も
残
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
、模
擬
国
連（
学

生
が
、
各
国
連
加
盟
国
の
大
使
に
扮
し
、
模
擬

外
交
交
渉
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
国
際
問
題
に
つ

い
て
勉
強
す
る
活
動
）
の
全
日
本
大
会
で
他
大

憲法改正の是非についての
ディベートの様子。資料を持
ち寄って作戦タイム。審判団
は、両立場の立論、質問、反
論などを板書し、議論を噛み
合わせていく。

り
解
答
に
近
づ
い
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
知
ら

な
い
こ
と
を
調
べ
、
仲
間
と
議
論
し
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
な

顔
が
あ
る
。

工夫
2 

議
論
の
仕
方
を
学
ば
せ
る

　
学
生
に
議
論
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
議
論
が
深

ま
る
わ
け
で
も
、
専
門
性
が
高
ま
る
わ
け
で
も

な
い
。
だ
か
ら
、
議
論
の
道
筋
（
論
理
的
な
議

論
の
仕
方
）
を
分
か
ら
せ
る
た
め
に
、
実
際
に

あ
っ
た
国
際
裁
判
事
例
に
関
す
る
国
際
司
法
裁

判
所
（
I
C
J
）
の
判
決
を
読
ま
せ
、
議
論
さ

せ
る
。
①
何
が
問
題
の
本
質
な
の
か
、
各
紛
争

当
事
国
の
主
張
を
確
認
し
、論
点
を
整
理
す
る
、

②
そ
の
問
題
に
関
連
す
る
法
を
見
出
し
、
そ
の

内
容
を
確
認
す
る
、
③
裁
判
所
は
、
各
論
点
に

つ
い
て
、
ど
の
法
を
ど
の
よ
う
に
適
用
し
、
ど

の
よ
う
な
結
論
を
下
し
た
か
明
ら
か
に
す
る
、

④
そ
の
後
、
紛
争
は
実
際
に
解
決
し
た
か
確
認

す
る
、
こ
と
を
各
班
で
行
っ
た
う
え
で
、
全
員

で
議
論
す
る
。
時
に
は
、
裁
判
所
の
判
決
内
容

を
批
判
す
る
論
客
も
い
る
。
論
点
を
噛
み
合
わ

せ
る
こ
と
、
判
断
基
準
は
法
で
あ
る
こ
と
、
を

学
生
は
少
し
ず
つ
理
解
し
て
い
く
。と
同
時
に
、

法
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
も
な
い
理

不
尽
さ
（
？
）
も
学
生
は
感
じ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

工夫
3  

タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
を 

議
論
さ
せ
る

　
議
論
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
く
る
と
、
学
生
は

も
っ
と
議
論
し
た
が
る
。
そ
こ
で
、領
土
問
題
、

憲
法
改
正
問
題
な
ど
、
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
時
々
取
り

入
れ
る
。
テ
ー
マ
は
、
学
生
が
自
ら
選
ぶ
。
１

週
間
情
報
収
集
を
行
っ
て
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
当
日

に
賛
成
、
反
対
、
審
判
団
の
チ
ー
ム
に
分
け
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
勝
敗
が
分
か
れ
る
か
ら
か
、
学

生
は
実
に
楽
し
そ
う
に
白
熱
し
た
議
論
を
繰
り

広
げ
る
。
審
査
時
間
を
取
っ
た
後
に
発
表
さ
れ

る
審
判
団
の
講
評
は
、
公
平
で
、
辛
辣
で
、
的

を
射
る
コ
メ
ン
ト
が
多
い
。
何
回
か
他
の
ゼ
ミ

と
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
行
っ
た
が
、
ゼ
ミ
の
威
信

を
か
け
た
（
？
）
ゼ
ミ
対
抗
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、

ゼ
ミ
内
デ
ィ
ベ
ー
ト
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
。

学
生
の
活
躍
を
見
学
し
た
り
、
国
連
広
報
セ
ン

タ
ー
の
情
報
検
索
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、

府
中
刑
務
所
を
見
学
し
て
外
国
人
の
犯
罪
や
受

刑
者
の
人
権
状
況
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
も

し
て
き
た
。
時
に
は
、
参
考
に
な
る
映
画
を
見

に
行
こ
う
と
学
生
に
声
を
か
け
た
も
の
の
、
誰

一
人
参
加
せ
ず
、
筆
者
一
人
で
寂
し
く
映
画
を

見
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
、

学
生
が
参
加
す
れ
ば
そ
の
都
度
、
勉
強
の
後
に

楽
し
い
交
流
の
時
間
（
つ
ま
り
「
ゼ
ミ
飲
み
」）

を
設
け
て
、
楽
し
く
議
論
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
。

　
楽
し
く
、
か
つ
、
専
門
的
に
学
ぶ
工
夫
は
、

ま
だ
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
。
領
土
紛
争
解
決
の
た

め
の
模
擬
交
渉
も
、
商
業
捕
鯨
の
是
非
に
関
す

る
模
擬
裁
判
も
、就
活
の
た
め
の
模
擬
面
接
も
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
で
あ
る
。
見
学
し
た
い
と

こ
ろ
も
沢
山
あ
る
。
学
生
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
、

彼
ら
／
彼
女
ら
の
興
味
お
よ
び
能
力
を
推
し
量

り
つ
つ
、
ま
た
、
だ
ん
だ
ん
減
り
つ
つ
あ
る
自

分
自
身
の
気
力
と
体
力
を
無
理
や
り
引
き
ず
り

出
し
な
が
ら
、「
解
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
解
を

見
出
す
努
力
」
は
、
学
生
と
と
も
に
、
今
日
も

続
く
。

総合ゼミ生（4年）の集合写真。留学中、就活中の仲間も写真
で参加。
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１
．は
じ
め
に

　

筆
者
が
担
当
す
る
専
門
ゼ
ミ
（
3
年
生
）
で

は
、
2
0
0
0
年
度
か
ら
夏
休
み
を
利
用
し
、

韓
国（
主
に
ソ
ウ
ル
）で
1
週
間
ほ
ど
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
十
数
年

間
実
施
し
て
い
る
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
そ

の
も
の
は
正
規
授
業
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
実

施
の
準
備
や
安
全
管
理
な
ど
の
面
で
困
難
な
点

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
航
空
券
や
宿
の
手
配
を

は
じ
め
、
日
程
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
柄
を
ゼ

ミ
生
の
皆
と
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
社
会
に

出
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ゼ
ミ
生
た
ち

は
全
日
程
を
自
主
的
に
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
動
に
責
任
感
を
持
ち
な
が
ら
、
互
い
に
助
け

合
う
「
経
験
」
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
参
加
者
の
皆
が
「
手
作
り

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
感
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
た
い
。

　

本
稿
は
、
今
年
度
に
実
施
し
た
ゼ
ミ
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い

日
程
と
中
身
に
つ
い
て
、
関
心
と
理
解
を
広
め

ら
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
と
韓
国
人
の
海
外
経
験
」（
庄
條
）、

「
日
本
と
韓
国
の
ド
ラ
マ
」（
武
田
）、「
日
本

と
韓
国
の
結
婚
観
」（
高
木
）、「
日
本
と
韓

国
の
食
文
化
事
情
」（
玉
手
）、「
学
習
態
度

の
日
韓
比
較
」（
三
浦
）、「
日
韓
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界
」（
石
原
）、「
日
本
と

韓
国
の
ア
ル
バ
イ
ト
事
情
」（
桑
原
）、「
日

本
と
韓
国
の
大
学
生
活
」（
鈴
木
）、「
日
本

と
韓
国
の
若
者
の
音
楽
」（
園
部
）、「
日
本

と
韓
国
の
映
画
事
情
」（
柯
）、「
日
本
と
韓

国
の
映
画
」（
山
本
）、「
日
本
と
韓
国
の
食

文
化
」（
小
野
澤
）、「
日
本
と
韓
国
の
家
族

関
係
」（
落
合
）、「
日
本
と
韓
国
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
文
化
」（
有
賀
）、「
サ
ッ
カ
ー
の
日

韓
戦
」（
山
下
）。

３
．日
程
と
調
査

　

2
0
1
3
年
8
月
17
日
（
土
）
〜
8
月
23

日
（
金
）
の
予
定
で
、
韓
国
ソ
ウ
ル
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
調
査
の
日
程
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
の
文

化
や
現
状
を
知
る
た
め
の
見
学
も
含
ま
れ
て
い

る
。
以
下
で
は
、
日
程
に
沿
っ
て
写
真
を
交
え

な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

２
．事
前
準
備
と
テ
ー
マ
設
定

　

事
前
準
備
は
専
門
ゼ
ミ
Ⅰ
の
後
半
の
時
間
と

授
業
外
の
時
間
を
利
用
し
、
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
分
け
と
と
も
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
お
け
る
各
自
の
テ
ー
マ
を
決
め
る

こ
と
か
ら
始
め
、
目
的
・
仮
説
・
日
程
・
調
査

方
法
な
ど
を
中
心
に
「
研
究
計
画
書
」
を
書
か

せ
た
。
そ
し
て
、「
研
究
計
画
書
」
で
立
て
た

仮
説
を
検
証
で
き
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」（
和

文
）
を
作
成
し
、
最
終
的
に
は
韓
国
語
に
翻
訳

し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」（
韓
文
）
を
完
成

さ
せ
た
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
同
様
の
テ
ー

マ
で
、
8
月
中
に
韓
国
で
、
8
・
9
月
中
に
日

本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
50
名
ほ
ど
の
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
比
較
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
ゼ
ミ
参
加
者
は
19
名
で
、
研
究

テ
ー
マ
は
以
下
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
が
（「
テ
ー
マ
名
」（
名
前
））、
各
々
が
若
者

ら
し
い
関
心
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
日
本
と
韓
国
の
学
校
教
育
」（
屋
代
）、「
日

韓
の
宗
教
の
浸
透
」（
阪
本
）、「
日
本
と
韓

国
の
大
衆
音
楽
の
価
値
観
」（
林
）、「
日
本

と
韓
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
違
い
」（
吉
元
）、

Fieldwork 

1

・
第
1
日
目
：
8
月
17
日
︵
成
田
↓
仁
川
︶

　

成
田
か
ら
の
飛
行
機
で
仁
川
（
ソ
ウ
ル
）
空

港
に
到
着
し
た
（
写
真
1
）。
空
港
バ
ス
を
利

用
し
、
宿
の
あ
る
明
洞
ま
で
移
動
。
ホ
テ
ル
近

く
で
、
夕
食
を
取
っ
た
後
、
夜
の
反
省
会
と
懇

親
会
を
行
っ
た
（
写
真
2
）。

　

ホ
テ
ル
は
、
6
年
前
か
ら
利
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
立
地
も
構
造
も
海
外
か
ら
の
若
者
が

利
用
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
2
〜
6

人
部
屋
が
あ
り
、部
屋
の
中
に
キ
ッ
チ
ン
・
シ
ャ

ワ
ー
・
ト
イ
レ
・
洗
濯
機
な
ど
が
完
備
さ
れ
て

お
り
、
1
泊
約
3
0
0
0
円
で
利
用
で
き
る

の
も
魅
力
的
で
あ
る
。

1. 仁川空港

2

2. 初日の懇親会
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・
第
2
日
目
：
8
月
18
日
︵
見
学
1
日
目
︶

　

ホ
テ
ル
を
出
発
し
（
写
真
3
）、
ソ
ウ
ル
の

代
表
的
繁
華
街
で
あ
る
明
洞
に
行
っ
た
（
写
真

4
）。
そ
し
て
、
昼
食
と
し
て
、
人
気
の
高
い

麺
料
理
の
一
つ
で
あ
る
ジ
ャ
ジ
ャ
麺
を
楽
し

ん
だ
（
写
真
5
）。
韓
国
の
ジ
ャ
ジ
ャ
麺
は
韓

国
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
韓
国
風
中
華
料
理
で
、

4
月
14
日
に
恋
人
の
い
な
い
若
者
が
黒
い
服

を
身
に
ま
と
っ
て
食
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
都
心
を
歩
き
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の

王
宮
の
一
つ
で
あ
る
景
福
宮
を
見
学
し
た
（
写

真
6
）。
敷
地
の
中
に
は
民
俗
博
物
館
が
あ
り
、

日
本
文
化
と
の
共
通
点
も
多
く
発
見
で
き
た
。

そ
し
て
、
韓
国
伝
統
茶
の
お
店
や
お
土
産
屋

が
立
ち
並
ぶ
仁
寺
洞
を
通
り
（
写
真
7
）、
初

の
地
下
鉄
に
も
乗
り
（
写
真
8
）、
本
学
と
提

携
校
の
慶
煕
大
学
ま
で
移
動
し
た
（
写
真
9
）。

大
学
前
で
留
学
中
の
先
輩
二
人
と
交
流
し
、
二

人
に
予
約
し
て
も
ら
っ
た
焼
き
肉
屋
で
本
場
の

焼
き
肉
と
韓
国
焼
酎
を
味
わ
っ
た
（
写
真
10
）。

そ
し
て
、
2
次
会
と
し
て
大
学
街
の
チ
ヂ
ミ
屋

で
、
チ
ヂ
ミ
と
マ
ッ
コ
リ
（
濁
り
酒
）
を
食
し

た
（
写
真
11
）。

5. ジャジャ麺は黒い　6. 王宮の中
7. 仁寺洞にあるハングル表示のスターバックス

8. 韓国の地下鉄　9. 韓国の自動販売機
10.定番焼き肉のサムギョプサル

11.大学街のチヂミ屋
3. ホテルの前　
4. 明洞にある韓国の交番

4

3

5

6

7

89

10

11
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・
第
3
日
目
：
8
月
19
日
︵
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
1
日
目
︶

　

グ
ル
ー
プ
で
分
か
れ
、
清
渓
川
・
明
洞
な
ど

で
、
通
行
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
（
写
真
12
・
写
真
13
）。
異
国
の
地
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
の
に
は
相
当
の
勇

気
が
要
る
。
韓
国
語
が
多
少
話
せ
る
学
生
も
い

る
が
、
多
く
が
た
ど
た
ど
し
い
言
葉
で
声
を
か

け
、
断
ら
れ
た
り
、
無
視
さ
れ
た
り
も
す
る
。

挫
け
て
相
当
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
場
合
も
あ
る

が
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
か
ら
激
励
さ
れ
、
立
ち

直
る
。そ
し
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
っ

た
時
は
と
て
も
喜
ぶ
。
話
が
通
じ
な
い
時
は
、

英
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
。
こ
の
よ
う
に
、
失
敗
と
挫
折
を

経
験
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
術
を
知
る
こ

と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
が
、
や
は
り
ハ
ー
ド
な
訓
練
に
は
間
違

い
な
い
。

　

夕
方
は
皆
が
明
洞
で
集
合
し
、
韓
国
を
代
表

す
る
公
演
の
一
つ
で
あ
るN

A
N

TA

を
鑑
賞
し

た
。N

A
N

TA

は
韓
国
の
伝
統
的
リ
ズ
ム
を
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
世
界
各
国
で

も
演
じ
ら
れ
た
人
気
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ

る
（
写
真
14
）。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
期
間
中
は
、
早
朝
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
夜
の
反
省
会
・
懇
親
会
を
欠

か
さ
ず
行
っ
た
が
、
こ
の
日
の
反
省
会
は
重
い

雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
も
似
た
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と

を
確
認
す
る
と
、
安
心
し
、
苦
痛
か
ら
少
し
解

放
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
手
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
で
き
た
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
翌
日
へ

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
。
最
後
に
は
、
懇
親
会
で
韓

国
の
飲
酒
文
化
を
体
験
し
な
が
ら
、
気
を
休
め

る
こ
と
も
で
き
た
。

・
第
4
日
目
：
8
月
20
日
︵
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
2
日
目
︶

　

全
グ
ル
ー
プ
が
慶
煕
大
学
構
内
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
（
写
真
15
）。
前
日
の

経
験
が
生
か
さ
れ
、
ま
た
、
同
年
代
の
大
学
生

は
優
し
く
応
じ
て
く
れ
る
中
、
調
査
が
上
手
く

進
ん
だ
。
50
枚
と
い
う
目
標
が
達
成
で
き
た
人

は
グ
ル
ー
プ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
を
手
伝
う
こ
と

で
、
そ
の
日
の
午
後
に
は
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー

が
調
査
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

1315 1214

12.清渓川でのアンケート調査　13.明洞でのアンケート調査
14.NANTAの劇場　15.慶煕大学構内でのアンケート調査

43
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・
第
6
日
目
：
8
月
22
日
︵
自
由
日
︶

　

ハ
ー
ド
な
日
程
の
中
で
、
個
人
行
動
は
制

限
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
だ
け
は
、
門
限

の
17
時
ま
で
ソ
ウ
ル
を

自
由
に
見
回
る
こ
と
が

で
き
る
。美
術
館
巡
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
映
画

鑑
賞
な
ど
に
時
間
を
使

う
人
が
多
か
っ
た
。

　

夕
方
は
ホ
テ
ル
の

キ
ッ
チ
ン
を
利
用
し
、

買
っ
て
き
た
材
料
で
、

皆
で
「
プ
デ
チ
ゲ
」
と

い
う
韓
国
の
鍋
料
理
を

作
っ
て
、
最
後
の
晩
餐

会
を
開
い
た
。
そ
の
後

は
、反
省
会
と
懇
親
会
。

懇
親
会
で
は
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
韓
国
で
の
出
来

事
や
体
験
に
基
づ
い
た

出
し
物
（
劇
）
を
披
露

し
、
韓
国
で
の
最
後
の

夜
を
楽
し
ん
だ
（
写
真

17
）。

16

4
．お
わ
り
に

　

毎
年
の
総
合
ゼ
ミ
（
4
年
生
）
の
最
終
日
に
、

大
学
在
学
中
の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
う
時
間

を
設
け
て
い
る
が
、「
出
会
い
の
広
場
（
鬼
怒

川
で
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）」
や

「A
U

A
P

（
5
ヶ
月
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
）」
と

と
も
に
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」は
と
て
も「
強

烈
な
記
憶
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
級
生
と
は
い
え
、
家
族
以
外
の
他
人
と
1

週
間
を
異
文
化
の
中
で
、
し
か
も
同
じ
部
屋
で

過
ご
す
の
は
、
経
験
の
少
な
い
若
者
に
と
っ
て

は
大
変
き
つ
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
厳
し
い
日
程
や
課
題
を
ク
リ

ア
ー
し
て
い
く
こ
と
で
、
皆
が
た
く
ま
し
く
成

長
し
、ま
た
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く
こ
と
を
、

毎
回
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
1
週
間

と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、
書
籍
や
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
資
料
か
ら
は
知
る
こ
と
も
、
味
わ

う
こ
と
も
で
き
な
い
臨
場
感
や
現
地
の
人
々
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
、
自
分
の
「
先
入
観
」
を

改
め
、
幅
広
い
（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
な
）
視
野
を

身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る
。
安
全
管
理
の
面
で
、
引
率
教
員
と
し

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
最
後
ま
で
気
を
抜
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
圧
を
感
じ
な
が
ら
も
、
毎

年
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
続
け
て
こ
ら

れ
た
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
筆
者
に
と
っ
て
学

生
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
自
分
の
「
若

さ
」
が
続
く
限
り
実
施
し
た
い
、
恒
例
の
楽
し

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

幸
い
、
来
年
度
か
ら
は
「
多
文
化
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ー
」
と
い
う
、
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
正
規
科
目
と
な
り
、
リ
ス

ク
管
理
や
経
費
面
に
お
い
て
大
学
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
大
い
に
感
謝
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

・
第
5
日
目
：
8
月
21
日
︵
見
学
2
日
目
︶ 

　

早
朝
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
バ
ス
でJS

A
（
板
門
店
共
同
警
備
区
域
）
に
向
か
っ
た
。

JS
A

は
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
会
談
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
文
字
通
り
、
南
北
が
共
同
管
理

し
て
お
り
、
南
北
の
兵
士
を
至
近
距
離
で
同

時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
場
所
で
あ

る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
1
9
5
0
年
代
に
朝
鮮

半
島
で
は
戦
争
が
勃
発
し
、
国
と
民
族
が
南

北
に
分
断
さ
れ
る
悲
劇
が
起
き
た
。
朝
鮮
半

島
で
は
今
も
休
戦
状
態
が
続
い
て
お
り
、
韓

国
と
北
朝
鮮
は
「
地
上
最
後
の
分
断
国
家
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
の
中
、

現
在
韓
国
で
は
す
べ
て
の
成
人
男
性
に
約
2

年
間
の
兵
役
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
筆

者
も
、
先
述
のJS

A

で
、
20
代
の
2
年
半
を

兵
役
に
服
し
た
経
験
が
あ
る
。

　

JS
A

は
南
北
分
断
の
象
徴
的
な
場
所
で
あ

る
が
、
外
国
人
に
見
学
が
許
さ
れ
て
お
り
、

日
常
と
は
違
う
、
戦
争
や
分
断
の
重
い
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
同
時
に「
平

和
」
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

空
間
で
も
あ
る
（
写
真
16
）。

17

17.最後の懇親会

・
第
7
日
目
：
8
月
23
日
︵
仁
川
↓
成
田
︶

　

筆
者
は
続
き
の
公
務
が
あ
り
、
も
う
少
し
滞

在
し
た
が
、
全
員
無
事
に
日
本
に
戻
っ
た
。

16.JSA
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1. アリゾナ州立大学への留学の様子
2.海外フィールドワーク（フィリピン）の様子

が
あ
り
、
一
方
で
主
体
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
あ
り
、
政
治
学
や
経
済
学
の
知
識
も
十
分

で
、
現
地
事
情
に
詳
し
く
、さ
ら
に
…
…
も
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
際
関
係
学
部

で
は
こ
う
し
た
能
力
を
獲
得
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
体
系
を
整
え
て
い
ま
す
。
協
調
性
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
主
体
性
、
積
極
性
な
ど
は
通
常
の
大

学
教
育
で
は
養
成
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
本
学
部
で
は
必
修
の
少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

「
行
動
力
あ
る
ア
ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
」の
育
成
に
向
け
て

新
井
敬
夫

　

本
学
部
の
教
育
が
文
部
科
学
省
の
平
成
24
年

度「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」に
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
学
部
は
具
体
的
に

「
行
動
力
あ
る
ア
ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」の

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

原
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
、
亜
細
亜
大
学
は

開
学
時
か
ら
海
外
へ
の
志
向
が
強
か
っ
た
大
学

だ
と
い
え
ま
す
。
戦
前
は
、
興
亜
専
門
学
校
と

の
名
称
の
下
で
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
外
国
研

究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
国
際
関
係
学
部
は
、

経
済
学
部
国
際
関
係
学
科
が
独
立
す
る
形
で
、

平
成
2
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
24
年
に
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

を
新
た
に
開
設
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育

成
の
た
め
の
教
育
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
現

在
、
国
際
関
係
学
部
に
は
、〈
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
〉

〈
平
和
政
策
〉〈
国
際
協
力
〉の
3
コ
ー
ス
を
擁

す
る
国
際
関
係
学
科
と
、〈
多
文
化
社
会
協
力
〉

〈
観
光
多
文
化
〉〈
多
文
化
多
言
語
〉の
3
エ
リ

ア
に
地
域
言
語
の
科
目
群
な
ど
を
加
え
た
多
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
6
コ
ー
ス
・
エ
リ
ア
は
い

ず
れ
も
科
目
群
で
あ
り
、
専
攻
と
い
う
意
味
で

の
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
漠
然
と「
外

国
の
こ
と
を
学
び
た
い
」と
い
う
学
生
に
一
定

の
学
び
の
指
針
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
国
際
関

係
学
部
の
学
生
に
は
、
学
際
的
か
つ
総
合
的

に
、し
か
し
針
路
を
見
失
わ
ず
に
学
ん
で
、
学

習
の
成
果
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、「
行
動
力
あ
る
ア
ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」の
育
成
は
、こ
の
両
学
科
に
ま
た
が
る
教

育
事
業
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、「
行
動
力
あ
る
人

材
」と
は
、た
と
え
厳
し
い
環
境
に
あ
る
外
国

で
も
、そ
こ
で
た
く
ま
し
く
、
自
立
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
ア

ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」と
は
地
理
的
区
分
と

し
て
の
ア
ジ
ア
の
み
で
活
躍
す
る
と
い
う
意
味

で
は
な
く「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
備
え
、
日
本
や
ア
ジ

ア
と
の
関
係
の
中
で
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
世
界

を
把
握
し
、
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
」と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
国

内
に
も「
行
動
力
あ
る
ア
ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」の
活
躍
の
場
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、ア
メ
リ
カ
に
も
、ア
フ
リ
カ
に
も
そ
の
場

は
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
細
か
い
資
質
・
能
力
を
あ
げ
れ
ば
、

英
語
で
仕
事
が
で
き
て
、
現
地
語
も
話
せ
て
、

異
な
る
文
化
的
背
景
を
持
つ
仲
間
と
の
協
調
性

学
部
行
事
報
告

ル
を
通
し
て
こ
れ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
こ
れ
ら
の
能
力
の
養
成
に

は
有
益
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
型
、
参
加
型

授
業
も
交
え
つ
つ
、（
1
）社
会
科
学
の
専
門
教

育
、（
2
）語
学
や
異
文
化
理
解
を
含
む
国
際
教

育（
留
学
も
含
む
）、（
3
）仕
事
を
す
る
上
で
必

要
と
な
る
能
力
を
養
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
入
れ
た
教
育
課
程
を
さ
ら

に
磨
き
あ
げ
、
社
会
の
負
託
に
応
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
は
不
十
分
で

あ
っ
た
産
業
界
や
諸
組
織
・
団
体
と
の
連
携
を

図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
し
か
し
、あ
く
ま
で
も
主

人
公
は
亜
細
亜
大
学
の
学
生
自
身
で
あ
り
、

こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
執
筆
し
て
い
る
教
員
で
あ

り
、
事
務
職
員
で
す
。
特
に
、
事
業
の
成
功
の

た
め
に
は
国
際
関
係
学
部
の
教
育
に
携
わ
る
教

員
の
有
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な「
能
力
、
経

験
、
知
識
」を
教
室
内
外
で
存
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
通
し
て
、わ
が
学
部
の
有
す
る
貴
重
な「
研

究
の
蓄
積
」、「
教
育
の
た
め
の
資
源
」を
ご
理

解
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

I N F O R M A T I O N

1

2
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イ
ベ
ン
ト
報
告

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

開
設
記
念
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
上
映
会

増
原
綾
子

　　

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、２
０
１
２
年
7
月
7
日
、

第
一
回
目
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
マ
レ
ー
シ

ア
映
画
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生

や
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
学
外
の
一
般
の
方
々

も
参
加
し
、
大
勢
の
人
に
映
画
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。IR

-B
ack U

p

や
増
原
ゼ
ミ
の

学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
上
映
会
の
運
営
を
支

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン

ド
人
が
共
存
す
る
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
上
映

さ
れ
た
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
フ
マ
ド
監
督
の
『
細
い

目
』（
原
題S

epet

）は
、マ
レ
ー
人
の
少
女
オ
ー

キ
ッ
ド
と
華
人
の
少
年
ジ
ェ
イ
ソ
ン
と
の
甘
く

切
な
い
初
恋
を
描
い
た
作
品
で
す
。
２
０
０
４

年
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
映
画
は
国
際
的
に
高
い

る
こ
と
の
で
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
の
現
実
に

つ
い
て
、
例
え
ば
生
活
の
中
で
の
言
語
の
使
い

分
け
や
異
な
る
宗
教
を
持
つ
人
間
同
士
の
恋
愛

に
つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の
話
の

中
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
異
質
な
人
々
を
受

け
入
れ
る
態
度
が
身
に
付
い
て
い
る
た
め
、
学

校
で
い
じ
め
の
問
題
は
あ
ま
り
起
こ
ら
な
い
と

い
っ
た
興
味
深
い
事
実
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ロ

ア
の
学
生
か
ら
も
質
問
し
て
も
ら
い
、
陳
君
に

対
し
て
数
多
く
の
言
語
を
習
得
す
る
コ
ツ
は
何

で
す
か
と
い
う
質
問
が
出
ま
し
た
。
陳
君
の
回

答
は
「
現
地
に
行
っ
て
そ
の
社
会
に
身
を
置
い

て
生
活
す
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と
い
う
、
ま
さ

に
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生

が
模
範
と
す
べ
き
答
え
で
し
た
。

　

映
画
上
映
会
を
企
画
し
、
当
日
は
司
会
・
進

行
役
を
務
め
ま
し
た
が
、
上
映
会
が
こ
の
よ
う

に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ゲ
ス
ト
の
陳
君
を
は
じ
め
、
多

く
の
先
生
方
や
学
生
さ
ん
が
盛
り
上
げ
て
映
画

上
映
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

I N F O R M A T I O N

評
価
を
受
け
、
２
０
０
５
年
に
は
第
18
回
東
京

国
際
映
画
祭
で
最
優
秀
ア
ジ
ア
映
画
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ヤ
ス
ミ
ン
監
督
は
２
０
０
９
年
に

51
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
ま
し
た
が
、『
細
い
目
』

を
は
じ
め
と
し
て
、『
細
い
目
』
の
続
編
『
グ

ブ
ラ
』（
２
０
０
５
年
）
や
、
オ
ー
キ
ッ
ド
の

少
女
時
代
を
描
い
た
『
ム
ク
シ
ン
』（
２
０
０
６

年
）、
遺
作
と
な
っ
た
『
タ
レ
ン
タ
イ
ム
』

（
２
０
０
８
年
）
な
ど
数
々
の
作
品
を
通
し
て
、

多
文
化
社
会
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
民
族
と
宗

教
を
超
え
た
人
と
人
と
の
絆
を
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
暖
か
い
眼
差
し
で
描
き
、
彼
女
の
作
品

は
マ
レ
ー
シ
ア
を
超
え
て
広
く
世
界
中
で
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

上
映
会
の
後
、
亜
細
亜
大
学
4
年
生
（
当

時
）
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
留
学
生
、
陳
思
聡
（
タ

ン
・
シ
イ
チ
ョ
ン
）
君
を
招
い
て
の
対
談
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
陳
君
は
、
母
語
で
あ
る
広
東
語

の
ほ
か
、
福
建
語
、
北
京
語
、
マ
レ
ー
語
、
英

語
、
日
本
語
、
韓
国
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ

ル
で
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
映
画
を
通
じ
て
垣
間
見

上：マレーシア映画上映会のチラシとポスター
左：チケット
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生
、
4
名
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
金
教
授
が

司
会
を
務
め
た
。
新
妻
教
授
は
野
口
氏
の
在
学

中
の
ゼ
ミ
担
当
教
員
で
あ
る
が
、
当
時
の
手
帖

を
持
参
し
、
登
山
活
動
と
学
業
の
両
立
で
苦
労

し
た
微
笑
ま
し
く
も
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
手
帖

に
残
っ
て
い
る
メ
モ
を
見
な
が
ら
語
っ
て
座
を

和
ま
せ
、
学
生
は
野
口
氏
に
「
大
学
に
学
ぶ
意

義
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
当
意
即
妙
の

答
え
に
座
も
会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

金
教
授
の
軽
妙
な
さ
ば
き
で
充
実
し
た
や
り

取
り
が
交
わ
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
所
定
の

時
間
が
過
ぎ
、
も
っ
と
訊
き
た
い
、
喋
り
た
い
、

そ
し
て
聴
き
た
い
と
の
雰
囲
気
の
中
で
閉
会
と

な
っ
た
が
、
時
間
さ
え
あ
れ
ば
如
何
様
に
も
発

展
し
て
い
き
そ
う
な
座
談
会
で
あ
っ
た
。
閉
会

後
も
野
口
氏
に
個
人
的
に
質
問
を
す
る
学
生
が

列
を
作
り
、
次
の
予
定
の
た
め
に
時
間
が
押
し

て
い
た
野
口
氏
で
あ
っ
た
が
、
後
輩
の
求
め
に

最
大
限
応
じ
て
く
れ
て
い
た
。

I N F O R M A T I O N

イ
ベ
ン
ト
報
告

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

開
設
記
念
講
演
会

中
野
達
司

　

２
０
１
２
年
11
月
17
日
（
土
）、
多
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
開
設
記
念
行
事
の
第

2
弾
と
し
て
講
演
会
「
多
文
化
世
界
へ
は
ば
た

く
君
へ
」（
講
師
：
野
口
健
）
が
15
時
か
ら
亜

大
2
号
館
２
０
０
番
教
室
で
行
わ
れ
た
。
野
口

氏
は
本
学
国
際
関
係
学
部
の
卒
業
生
で
、
在
学

中
に
世
界
七
大
陸
最
高
峰
踏
破
の
世
界
最
年
少

記
録
を
打
ち
立
て
た
方
で
あ
り
、
現
在
、
ア
ル

ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
環
境
活
動
家
と
し
て

積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
開

設
が
講
演
会
の
名
目
に
も
な
っ
て
い
る
、
多
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
客
員
教
授
と

し
て
「
体
験
で
学
ぶ
地
球
環
境
論
」
と
い
う
科

目
を
平
成
26
年
度
か
ら
担
当
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

講
演
会
は
前
半
、
後
半
の
2
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
前
半
部
で
は
野
口
氏
が
講
演
さ
れ
、

後
半
部
は
彼
を
囲
ん
で
の
座
談
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を

中
心
と
す
る
本
学
の
学
生
は
勿
論
の
こ
と
、
高

校
生
や
市
民
も
含
む
約
２
０
０
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
会
の
運
営
は
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と

な
っ
た
。

　

講
演
の
冒
頭
で
は
野
口
氏
の
活
動
を
収
録
し

た
ビ
デ
オ
が
映
写
さ
れ
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
雪
中

で
の
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
彼
の
活
動
な
ど
に
、

観
る
者
は
息
を
飲
ん
だ
。
そ
の
後
の
講
演
に
お

い
て
氏
は
、
外
交
官
だ
っ
た
父
親
の
任
地
に
住

ん
だ
自
ら
の
在
外
経
験
を
語
り
、
そ
の
頃
父
親

か
ら
言
わ
れ
た
と
い
う
「
物
事
に
は
A
面
と
B

面
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
も
の
の

見
方
に
つ
い
て
の
含
蓄
あ
る
話
で
聴
衆
を
惹
き

つ
け
た
。

　

後
半
の
座
談
会
は
野
口
氏
を
中
心
に
、
多
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教
員
（
新
妻

仁
一
教
授
、
金
柄
轍
教
授
）
と
学
生
（
1
年

講演会、座談会とも盛り上がりを見せた。
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後記

新規刊行物たる本誌の、その発刊の趣旨は、学部長による巻頭言（「新学術誌『榧』の創刊を祝して」）

をお読みいただければおわかりになろう。誌名（特に「榧」の部分は「おや？」と思われたのではないだ

ろうか）の由来も然りである。

本誌は今年度（平成25年度）前期中に創刊が決まり、それから第1号たる本号の準備に入ったが、何

とか発行にこぎつけられた。アジアあり、アフリカありの、世界の諸地域を題材とするエッセーと、ゼミや

フィールドワークなどの学部内の諸事の紹介から成るが、何れも視覚にも訴える、フォトジャーナルらしい

ものと思われる。また、これをお読みいただければ、その教育内容が文部科学省「グローバル人材育成

推進事業」に採択された亜細亜大学国際関係学部が、どんな学部なのかある程度わかる、というような

内容ではなかろうか。とはいえ、試行錯誤の結果の第１号である。改善すべき点は多々あろう。読者か

らご感想、ご批判、そしてご提言をお寄せいただければ幸甚である。

本誌の刊行にあたっては亜細亜大学当局、とりわけ総合企画部学務課のご理解とご協力を賜った。

また、アローコーポレーションには本号の編集、印刷をお引き受けいただき、特に同社の編集担当者、

遠藤麻美さんにはプロとして本号の完成をお導きいただいた。御礼申し上げる。

最後に、より身内のことで恐縮だが、珠玉の巻頭言をお書きくださった永綱憲悟学部長他、厳しいス

ケジュールの中で執筆してくれた学部の同僚諸氏には感謝あるのみである。また、本誌が日の目を見る

までの諸面において知恵を絞り協力してくれた同僚、新妻仁一教授、角田宇子教授、高山陽子准教

授、太田瑞希子講師にも感謝申し上げる。特に新妻教授には誌名について、また高山准教授には表

紙等のデザインに関して、ご協力いただいたことに敢えて言及したい。本誌のようなものを刊行するとい

うアイデアを提供し、さらに発刊実現に至る過程での諸問題に的確に対処してくれたのは大塚直樹講師

であり、同講師なくして本誌の発刊はなかった。また、本号の発行のために労を惜しまず、実質的編集

長の役割を果たしてくれたのも大塚講師である。記して謝意を表したい。

中野  達司

執筆者紹介（五十音順）


	榧表紙
	H2-P1
	02-27
	28-

